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規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
イ

H

フ

投

入

係

数

の

変

化

尾

崎

 

巌

(

注
1)

ま

え

が

き

最
近
の
生
産
函
数
論
勢
は
き
わ
め
て
露
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
の
生
産
函
数
計
測(

一
九
三
六)

以
来
、
長
い
間
讓
研
究
の
分
野
で
は
生
産
函 

数
の
本
質
に
関
す
る
論
議
と
そ
の
実
証
的
研
究
は
不
宅
の
状
態
で
あ
つ
た
が
、
戦
後
各
国
に
お
け
る
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
7
Q
産
業
速
関
表
の
作
成
、
 

リ
-ー
ァ
ー
プ
ロ
グ
ラ
、、、
ン
ダ
の
手
法
の
^

^
、
経
済
成
長
論
の
発
達
に
伴
ぅ
マ
ク
ロ
唐
函
数
計
測
の
復
码
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
、グ
ル
ー
プ
に
よ 

るo

 • 

E • 

S
塑

産

霊

Q

雪

、
そ
れ
に
f

て
S

Q
技
術
進
歩
論
の
発
展
等
に
よ
つ
て
、
種
々
s

f
 

I
塵

数

論

が

罷

さ

れ 

て
き
た
し
力
し
生
産
函
数
論
の
本
.質
に
関
す
る
論
争
は
非
常
に
錯
綜
し
て
い
て
未
だ
最
終
的
な
結
論
を

得
て
い

な

い

。

わ
れ
わ
れ
は
当
初
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
規
模
に
関
す
る
安
定
性
の
統
計
的
検
定
と
い
ぅ
立
場
か
ら
出
発
し
た
。
可
能
な
限
り
、
統
計 

的
接
近
を
試
み
た
結
果
、
あ
る
商
品
群
で
は
収
益
不
変
の
仮
定
が
経
験
的
i

持
し
難
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
規
模
の
経
済
性
を
許
容
す
る
.
 

生

産

讓

型

を

麗

し

、
_

的

な

塞

歷

に

よ

るN

プ
ロ 

I
チ
と
何
れ
が
良
好
な
統
計
的
蹇
性
裏
す
か
を
、
戦
前
、
戦
後Q

デ
丨
タ
を

多
く
利
用
し
て
比
較
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
研
究
は
、
基
本
的
に
は
商
品
べ
ー
ス
の
投
入
I
産
出
の
関
係
を
最
も
安
定
し
た
形
で
巴
握
し
よ

う

と

^

み
た
一
速
の
計
測
結
果
の
報
告
か
ら
な
る
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

第
一
節
で
は
わ
れ
わ
れ
の
生
産
函
数
と
伝
統
的
な
生
産
函
数
の
特
質
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み 

る
。
第
二
節
以
下
は
計
測
結
果
の
比
較
検
討
か
ら
な
る
。

(

注
1)

こ
の
研
究
は
、
筆
者
が
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
主
任
研
究
官
を
兼
任
中
、
当
時
の
研
究
官
、
斎
藤
昌
ニ
氏
、
小
野
毅
氏
と
の
共
同
研
究
と
し
て
着
手 

さ
れ
た
。
同
時
に
産
業
研
究
所
経
済
研
究
プ
口
ジH

タ
ト
の
一
環
作
業
と
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
、
辻
村
江
太
郎
教
授
、
小
尾
恵
一
郎
助
教
授
そ
の
他
の
研
究 

者
か
ら
多
く
の
協
力
と
助
言
を
得
、
又
訐
測
に
関
し
て
は
、
西
川
俊
作
助
教
授
、
沓
掛
暁
氏
、
黒
田
昌
裕
氏
等
の
協
力
を
得
た
。
従
っ
て
こ
の
研
究
は
上
記
の 

方
々
と
の
協
同
研
究
の
報
告
で
あ
る
。
勿
論
、
文
中
の
過
誤
は
筆
者
の
責
任
で
あ
る
。
又
筆
者
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
中
、
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
教
授
よ
り
多 

く
の
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
得
、
そ
の
助
言
に
従
っ
て
そ
の
後
の
作
業
が
継
続
さ
れ
た
。
な
お
第
四
回
計
量
経
済
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
し
、
多
く
の
方
々
か 

ら
、
有
益
な
助
言
を
頂
い
た
。
以
上
の
方
々
に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

第
一
節
問
題
の
所
在

■

2

.

1〕

レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
時
間
的
変
化

レ
オ
ン
テ
ィH

フ
は
そ
の
静
学
モ
デ
ル
の
中
で
中
間
財
各
投
入
係
数
に
対
し
、

(1

丨1
)

I
>

产
ベ=1

,
2
,

., w

な
る
i
部
門
に
固
有
の
生
産
性
係
数
A
,を
導
入
し
た(

レ
オ
ン
テ
ィ
ユ
フ〔

2〕)

。
従
っ
て
、
労
働
投
入
係
数I

、

資
本
投
入
係
数
，̂
に
対
し
て
、
ま

(

往
2

た
同
様
の
意
味
を
も
つ
生
産
係
数
を
導
入
し
得
る
だ
ろ
う
。

(
1
—

2) 

a
o
p

 

p.. 

^

(1—
3) 

.

r

/

w

w
.;踏
钭
驾
筠 

A

n

n-V
か
：

f 
骐
n

oKf
M
辟
菊
烤 

も
し
、
各
投
入
係
数
の
時
間
的
変
動
を
直
接
分
析
の
対
象
と
す
る
と
き
に
は
、
時
間
t
を
遵
入
し
、
こ
れ
ら
生
產
性
係
数
を
、

一
般
的
に 

规
校
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化 

四

三(

九
五
三)



四

四

(

九
五
四)

f

 

X

?
 

I

と
證
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
I

,
 D

,
s
.
,

 

S

は
、
>

f

 

D

a

Y

l

n

l
と
し
て
、
時
問
と
ル 

に
変
化
す
る
係
数
で
あ
る
。
そ
の
と
き
I

I

け
I

投
入
係
数
を
I

;
 

1

,

5
と
書
け
ば
、
こ
れ
ら
は
J

>

.

l

準 

時
点
の
投
入
係
数
と
考
え
て
、
 

,

m

^

I
H

)
F

j

^

"

p

i

j

l

A

.

j

{

f

}

(2—
2) 

,

S

=

,

/

D

、
S

(

T

3) 

c

t

c

w

s

と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
s
, 

p
f 

S

の
値
は
生
躉
模
の
変
化
や
技
獲
歩
そ
の
他
要
因
の
影
響
を
受
け
て
変
動
す
る

だ

ろ

ぅ

。

こ、

研
究
は
、
A

l)

，
P
S
, 

i

の

廳

様

式

(

大
き
さ
と
符
号)

を
可
能
な
限
り
多
く
の
統
計
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
経
験
的

(

注
2)

各
投
入
係
数
は
次
式
で
宠
義
さ
れ
る
。

ff
rl
f
n

X
)； 

y

m

na
_
EE
_ 

-

ぉi; 

i 

•部 

n

ofe
EE
n
^
剜
#
广
諸 

n

aSD
o
^
A 罅 

•

r
; j 

鸮 

n

n

^

A 
炚
；H
rt
冻
I
s
:

K*; 

j

m

n

a

^

^

n

fc
r¥i
fv
$

â i

m

n̂

i
b
o播
钭
驾
璐
雜
：

1
：

又
こ
の
研
究
で
は
、
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
のclosed 

I

I

で
使
用
さ
れ
た
固
定
消
費
係
数
に
対

す

る

考

察

を

、

分

析

の

対

象

か

ら

除

外

す

る

。

i

U

V

2〕

レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
投
入
係
数
の
意
味
と
そ
の
安
定
性
.

従
来
、
生
慶
数
の
実
証
的
研
究
で
は
、
多
く
の
場
合
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
.は
、
か
な
り
の
程
度
、
馨
量
の
ア
グ
リ
ゲ
イ

ト

さ

れ

た
段

II

他

階
で
函
数
が
計
測
さ
れ
、
そ
こ
で
は
常
に「

生
産
要
素
代
替
的
か
つ
連
続
的
な
同
次
函
数」

が
ヴ
ィ
ク
セ
ル
•
ダ
グ
ラ
ス
以
来
の
伝
統
と
し
て
採 

択
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
W

•
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
は
、「

か
か
る
集
計
的
生
産
函
数
に
見
ら
れ
る
代
替
性
の
現
象
は
、
実
は
部
門
内
あ
る
い
は
部
門
間
の 

商
品
混
合
の
構
成
変
化
に
起
因
す
る
部
分
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
本
来
の
投
入
丨
産
出
の
構
造
を
各
商
品
べ
ー
ス
で
把
握
す
る
な
ら
ば
そ
れ 

は
非
代
替
的
な
固
定
投
入
係
数
に
よ
っ
て
十
分
近
似
的
に
表
わ
さ
れ
得
る」

と
主
張
す
る
。
か
く
し
て
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
の
産
業
連
関
分
析
で 

は
、
商
品
べ
ー
ス
の
固
定
投
入
係
数
がc

o
m
m
o
d
i
t
y
l
n
o
w

の
表
を
莲
に
計
算
さ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
単
に
各
部
門
の
投
入
量
^
を
そ
.
 

の
産
出
量
水
準
幻
で
割
っ
た
値
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
安
定
性
が
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
あ
ら
た
め
て
統
計
的
に
再
検
討
さ 

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
 

'

さ
て
レ
オ
ン
テ
ィ
ユ
フ
投
入
係
数
の
安
定
性
を
生
産
函
数
論
的
に
考
察
す
る
と
き
、
通
常
次
の
三
点
が
問
題
と
さ
れ
る
。

生
産
函
数
が
菽
本
的
に
は
商
品
べ
ー
ス
で
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

0)
一
 

定
の
産
出
量
規
模
に
対
し
各
生
産
要
素
間
に
代
替
性
が
見
ら
れ
る
か
否
か
。

(i
i

)
産
出
量
規
模
の
変
化
に
対
し
、
収
益
不
変(constant returns to scale)

で
あ
る
か
否
か
。
 

il
l

時
間
に
対
し
生
産
函
数
が
変
動
す
る
か
否
か
。

S

の
代
替
性
の
有
無
は
、
要
素
相
対
価
格
の
変
動
に
対
す
る
投
入
係
数
の
変
化
の
可
能
性
に
関
係
し
、§

は
規
模
の
経
済
性
に
よ
る
投
入
係
数 

の
安
定
性
の
問
題
に
か
か
わ
る
。
ii
o
は
生
産
函
数
曲
線
の
時
間
的
変
動
率
を
問
題
と
す
る
。

3
と
11
)
の
点
に
関
し
、
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
は
商
品
べ
ー
ス
の
固
定
投
入
係
数
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
要
素
間
の
非
代
替
性
と
、
収 

益
不
変
の
両
方
を
同
時
に
仮
定
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
生
産
函
数
論
の
発
展
過
程
か
ら
は
、
両
者
を
分
類
し
て
考
察
す
る
の
が
、
よ
り
問
題
の 

核
心
を
明
ら
か
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
0)
は

〔

一
.

3〕

と

〔

一• 
4

〕

.
の
項
で
、g

は

〔

一
.

5〕

の
項
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
だ
ろ
ぅ
。

规
模
の
緙
济
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

四

五(

九
五
五)



) 

四

六

冗

$
0 

g
は
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
の
撃
モ
デ
ル
で
は
囊
重
要
な
問
題
点
で
は
な
い
。
.し
か
し
な
が
ら
、
動
学
モ
デ
ル
又
は
静
学
モ

デ

ル

で

あ
っ
て
も
そ 

の
興
時
点
比
較
が
試
み
ら
れ
る
と
き
に
は
、
各
投
入
係
数
の
時
間
的
変
S

可
能
性
が
霊
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
意
味
で
レ
オ
ン
テ
イ 

エ
フ
は
そ
の
撃
モ
デ
ル
に
対
し
て
も
生
産
性
係
数
A
"((一

丨

1)

种)

を
導
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔

一
*

3〕

伝
統
的
か
つ
集
計
的
生
産
函
数
の
代
替
性
の
意
味 

.

前
項3

の
点
、

生
産
要
素
間
の
代
替
性
の
有
無
の
問
題
は
、

こ
れ
を
伝
統
的
な
盡

函
数
論
の
立
場
か
ら
見
る
響
と
、
新
し
い
I

?
 

g

e

i

f
 

apital 

m
o
d
e
l

の
立
場(
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
がn

e
l
o
-
c
l
i
i
c
a
l

と
呼
ん
だ
も
の)

か
ら
見
る
場
合
の
ニ
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
必
耍
、ゎ 

あ
る
。
こ
の
項
で
は
伝
統
的
な
立
場
、
す
な
わ
ち
資
本
の
概
念
に
関
し
て
、J

，
B
.

o 'i
e
r
k

流
の
,

さ
れ
た
資
本
量

I

I

 e
a

l

を 

JT
い
る
立
場
か
ら
、
要
素
代
替
的
生
産
函
数
と
、
他
方
、
投
入
係
数
一
定
の
意
味
を
考
察
し
て
み
る
。

し

う

ま
て
も
な
く
伝
統
的
盡
函
数
論
に
関
し
て
、
謹
研
究
の
分
野
に
お
け
る
最
大
の
議
的
か
つ
先
駆
的
業
績
は
、
ポ

丨

ル

•
ダ
グ
ラ
ス 

の「

賃
金
論」

(
1
9
3
4
)

で
あ
る
。

彼
は
分
配
論
に
お
け
る
I

生
産
力
説
の
命
題
の
経
験
的
雪
性
を
検
証
し
よ
う
と
の
意
図
の
下
こ
、

生 

産
,

実
際
に
計
測
し
ょ
う
と
試
み
た
。
そ
の
際
、
ゥ
イ
ッ
ク
ス
テ
イ
丨

ド
、
ヮ
ル
ラ
ス
、
ヴ
イ
ク
セ
ル
以
来
の
伝
統
に
従
い
、
.理
論
の
要
請 

す
る
同
次
震
の
最
も
简
潔
な
表
現
式
と
し
て
数
学
者
コ
ブ
‘ 

I

)
の
協
力
の
下
に
、

い
わ
ゆ
る
コ
ブ
•
ダ
グ
ラ
ス
翬
産
函
数
を
考
案
し
、
 

ア
メ
リ
ヵ
製
造
工
業
の
デ
丨
タ
を
用
い
て
実
際
に
生
産
函
数
の
。ハ
ラ
メ
タ
を
検
定
し
た
。
次
い
で
限
界
生
産
力
説
を
前
提
に
す
る
と
き
、
推
定
さ
 

れ
た
生
産
證
の
パ
ラ
メ
タ
か
ら
導
出
さ
れ
る
理
論
的
分
配
率
が
、
屋
の
分
配
率
に
一
致
す
る
か
否
か
の
検
定
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、

f

 

畫

力
説
、I

実
i

当
性
を
も
つ
と
裹
し
た
の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス
の
採
用
し
た
真
的
接
近
の
方
法
は
、
た

兔

i

の
鐘
し
た
統
計 

的
処
理
法
の
観
点
か
ら
は
f

Q
欠
点
を
f

う
と
も
、
経
験
科
学
の
検
証
方
法
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
も
非
難
さ
る
べ
き
点
を
も
た
な
い
。

タ
ク
ラ
ス
以
後
の
塞
震
論
に
関
す
る
実
証
的
研
究
で
は
、
そ
の
伝
統
と
し
て
⑴
同
次
的
生
産
函
数
、g

か
な
り
の
程
度
、
経
済
量
.の
ア
グ

リ
ゲ
イ
ト
さ
れ
た
段
階
で
の
計
測
、
と
い
う
点
を
守
っ
て
多
く
の
諸
研
究
と
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
た
研
究
は
、
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
の
グ
ルー

プ
で
あ
っ
た
。
ソ
ロ

ー
、
ミ
ン
ハ
ス
、
.
.ア
-ロ
ゥ
、
.チ
ェ
.ネ
リ
I
の
協 

同
に
な
る
、

'い
わ
ゆ
る
C 

• 

E 

• 

S
型
生
産
函
数(

ソ
ロ

ー
、
ミ
ン

ハ
ス
、
ア
ロ
ゥ
、
チ
ェ
ネ
リ

ー〔

4〕)

の
登
場
で
あ
る
。

C

*

E

*

Sと
は
、
 

constant elasticity of substitution

の
略
語
で
あ

っ

て
、
代
用
の
弾
力
性
一
定
の
条
件
の
下
に
導
出
さ
れ
た
、
数
学
的
に
は
よ
り
一
般
的
な 

生
産
函
数
型
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
用
の
弾
力
性
を
ぴ
と
書
く
と
、0
T
H
1

の
と
き
に
は
ダ
グ
ラ
ス
型
、c

r
n
o

の
と
き
に
は
、
形
式
的
に
固
定 

投
入
係
数
型
、
C1
扑1

,

ci
t

o
の
場
合
に
一
般
的
な
C 

• 

E 

• 

S
型
と
な
る
。

’

ス
タ
ン
フ
オ
I
ド
グ
ル
ー
プ
の
研
究
の
.一
つ
の
目
的
は
、
国
際
比
較
に
お
け
る
同
.一
産
業
の
分
配
率
の
変
動(

高
賃
金
国
ほ
ど
労
働
の
分
配
率
が 

高
い)

と
い
う
現
象
を
限
界
生
産
力
説
の
下
で
説
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
彼
等
は
先
ず
経
験
的
に
各
産
業
で
代
用
の
弾
力
性
が
、0

<
c
r
<
l

で 

あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
結
果
、
限
界
生
産
力
説
を
援
用
し
て
分
配
率
の
国
際
間
変
動
を
説
明
し
得
た
。(

ダ
グ
ラ
ス
型
で
は
、
各
国
に
共
通
の
生
産 

函
数
を
設
定
す
る
限
り
、
理
論
的
分
配
率
は
同
一
水
準
と
な
っ
て
、
現
実
に
観
察
さ
れ
る
そ
の
差
興
を
説
明
で
き
な
い
。

)

し
か
し
、

c
* 

E 

• 

S
型
生
産
函
数
に
よ
る
接
近
に
欠
陥
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

第
一
に
そ
れ
は
各
国
間
の
分
配
率
の
差
を
説
明
し
た
が
、
 

ア
メ
リ
ヵ

国
内
に
お
け
るinter-states

に
見
ら
れ
る
関
係
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
経
験
的
に
と
計
测
さ
れ
る
場
合
が
多 

い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
通
常
一
国
の
各
産
業
内
規
模
別
分
配
率
格
差
を
説
明
す
る
場
合
に
も
み
と
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
多
く
の
場
合
、

■
 

経
験
的
に
代
用
の
弾
力
性
は
1

よ
り
大
き
く
計
測
さ
れ
る
。

同
一
産
業
の
生
産
函
数
を
計
測
す
る
の
に
、inter-countries

の
場
合
とinter- 

s
t
a
t
e
s

お
よ
びinter-

fch
r
m
s

の
間
で
代
用
の
弾
力
性
が
異
っ
た
値
を
と
る
こ
と
は
、

そ
の
こ
と
自
体
、
生
産
函
数
計
測
の
意
義
の
喪
失
を
意
味 

す
る
だ
.ろ
う
。

第
二
に
、
生
產
函
数
計
測
の
方
法
で
あ
る
。
ス
タ
ン
フ
オ
I
ド
グ
ル
ー
プ
は
C
•
E
•
S生
産
函
数
の
非
線
型
の
性
質
と
、
資
本
投
入
に
関
す 

る
デ
ー
タ
の
不
完
全
性
と
い
う
理
由
の
下
に
、
直
接
生
産
函
数
を
誶
せ
ず
、
限
界
生
産
力
説
の
成
立
と
い
う
条
件
の
下
に
誘
導
さ
れ
た
労
働
生

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
■
フ
投
入
係
数
の
変
化 

四

七

(

九
五
七)



産
性
と
賃
金
率
に
関
す
るr

e
d
u
c
e
d

 

f

l
だ
け
を
計
測
し
て
い
る
。
限
界
生
産
力
説
の
経
験
的
妥
当
性
を
検
証
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
ダ
グ
ラ

ス 

丨
身
の
検
!-
力
法
と
は
反
突
に
最
初
か
ら
限
界
生
産
力
説
の
成
立
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
結
果
を
計
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
 

直
接
的
に
崖
函
数
を
統
計
的
に
計
測
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
統
計
的
検
証
方
法
の
視
点
に
立
つ
限
り
、

ス
タ
ン
フ
才
|
ド
グ
ル
丨
プ 

の
.i

は

タ
ク
ラ
ス
自
身
の
削
測
方
法
よ
り
も
劣
る
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(

こ
れ
ら
に
麗
し
て
、

レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
の
批
判
論
文
が
あ

さ

て

y

式
：̂

数
学
的
に
は
沛
力
に
代
用
の
，弾
力
性
一
定
の
下
で
、

C 

• 

E 

. 

S

型
生
産
函
数
は
最
も
一
般
的
な
代
替
性
を
許
容
す
る
同

次

震
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
殊
型
と
し
て
代
替
的
な
ダ
グ
ラ
ス
型
を
含
み
、
さ
ら
に
非
代
替
的
な
墨
投
入
係
数
型
を
包
含
し
て
い

る

。

し

か

し

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
レ
オ
ン
テ
イ
エ
フ
投
入
係
数
が
C

-

E

-

S型
の
特
殊
形
と
し
て
規
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

マ
ク
ロ

の
固
定
投
入
係
数

は
、

ハ
ロ
ッ
ド
、
ド
I
マ
I
型
の
資
本
係
数
の
概
念
に
そ
の
典
型
的
な
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
集
計
的
固
定
的
投
人
係
数
こ
そ

が

O

 

w
*
s
g
;
r
j

の
ホ

殊
^
!で
あ
っ
て
そ
れ
は
レ
オ
ン
テ
イH 

N

の
投
入
係
数
と
全
く
次
元
の
興
る
投
入
函
数
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
オ
ン
テ
イ
ヱ
フ
の
攻
撃
し
た
の
は
、
.単
に
.生
産
要
素
の
代
替
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
集
計
的(

あ
る
い
は
そ
の
極
端
な
場
合
と
し
て
マ
ク
ロ
的) 

盡
函
数
の
概
念
及
び
そ
の
代
替
性
で
あ
る
。
本
来
、
投
个
産
出
の
技
術
的
標
と
し
て
の
生
謹
数
は
、
ヮ
ル
ラ
ス
に
戾
っ
て
各
商
品
の
ヒ 

•ぎ
フ
ロ
セ
ス
#

に
遙
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
各
生
藝
素
投
i

Q

靈

的

鑛

係

数

が

、
證

に
対
す
る
か
な
り
の
蹇 

し
た
近
似
度
を
示
す
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
主
張
の
根
拠
に
は
、
次
項

〔

一
• 

4

Wで
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
従
来
の
ヒ 

磨

数

S

思
想
と
か
な
り
異
っ
た
考
务
が
存
在
す
る
。

つ
ま
り
伝
統
的
な
生
産
震
の
計
測
で
は
、
露
役
人
と
資
本
役
人
が
平
面
的
に
対 

置
さ
れ
.(

こ
こ
.に
資
本
と
は
J

.

?
ク
ラ
-
ク
流
のa

g
g
r
e
g
a
t
e

 

capital)、

そ
こ
に
.形
成
さ
れ
た
価

靈

出

(

産
出
量
の
価
値)

の

場
I

)

と
し
て 

代
替
的
生
産
函
数
が
計
測
さ
れ
た
。

一
方
レ
オ
ン
テ
ィ
二
フ
投
入
係
数
の
概
念
は
、
生
産
函
数
を
各
商
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
資
本
財
そ
の
も
の
の
技
術
構
造
を
表
わ
す
も
の
と 

考
え
る
。
従
っ
て
、
労
働
投
入
量
や
各
原
材
料
投
入
量
は
、
採
択
さ
れ
た
物
的
な
機
械
設
備
の
型
に
一
方
的
に
依
存
す
る
固
定
的
補
完
的
な
必
要 

投
入
量
で
あ
っ
て
、
伝
統
的
な
概
念
の
よ
う
に
労
働
•
資
本
•
各
原
材
料
が
平
而
的
に
対
置
さ
れ
た
関
係
に
は
な
い
。
レ
オ
ン
テ
ィ
ユ
フ
殳
入
睬 

数
行
列
の
各
縦
の
列
ベ
ク
ト
ル
は
、
そ
の
商
品
を
生
産
す
る
た
め
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
採
択
さ
れ
た
機
械
の
型 

に
よ
っ
て
一
義
的
に
定
ま
る
ベ
ク
ト
ル
量
な
の
で
あ
り
、
逆
に
そ
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
自
体
が
採
択
さ
れ
た
機
械
設
備
の
型(

技
術
の
内
容)

を 

記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
的
な
資
本
財
.

(

機
械
設
備)

の
技
術
内
容
自
体
が
問
題
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
そ
れ
は
純
粋
に
工
学
的
な
次
元 

で
の
既
係(engineering relations)

に
®
礎
を
置
く
。

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、

レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の
門
下
よ
、
物
；̂

資
本
财
の
て
学
勺 

生
産
函
数
と
経
済
学
的
生
産
函
数
の
関
係
を
経
験
的
に
確
立
し
よ
う
と
試
み
た
.(

チ

ヱ

ネ

リ

ー〔

1

〕
)

。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
は
、
一

旦
工
学
的
な
次 

元
で
機
械
霧
の
型
が
定
ま
っ
た
後
は
、
各
投
入
量
は
裊
固
定
技
術
係
数
で
表
現
し
得
る
と
い
う
、
.レ
才
ン
テ
ィH

フ
の
考
え
方
を
よ
く
示
す

も

の

で

あ

る

。
 

.

.

.

.

上
、ぬ
の
よ
う
に
伝
統
^
な
集
削
的
か
つ
代
替
的
生
産
函
数
と
、
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
流
の
個
別
的
か
つ
固
定
技
術
的
投
入
係
数
は
同
一
次
元
で 

比
較
さ
れ
る
へ
き
で
は
な
い
。
前
者
は
後
者
の
合
成
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
純
粋
に
技
術
的
な
意
味
で
生
産
要
素
間
に
代
替
性
を

み
と
め 

る
か
否
か
の
讓
は
、
個
別
商
品
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
の
、、へ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
ソ
ロ
丨

は
、
通
常
の
生
産
函
数
を 

「homogeneous-capital, 

s
m
o
o
t
h a

n
d

 factorIsubstitutable production 

function」

と
い
う
言
葉
で
特
徴
づ
け
た
。

も
し
こ
の
よ
う
な 

概
念
の
生
産
函
数
を
、
個
別
の
商
品
生
産
に
適
用
す
れ
ば
、
..「

鍬
を
も
っ
た
人
間
の
労
働
と
種
々
の
広
さ
の
土
地
の
使
用
か
ら
得
ら
れ
る
穀
物
収 

獲
量」

の
関
係
の
例
以
外
に
、
人
は
そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
つ
く
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
ろ
う(

ソ
ロ
ー〔

5〕)

。

そ
の
よ
う
な
概
念
を
も
つ
生
産 

函
数
は
そ
れ
ガ
抽
象
理
論
的
に
は
個
別
財
の
生
産
に
対
し
て
定
義
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、

一
度
び
実
証
的
計
測
の
段
階
に
入
る
と
き
は
、
集 

則
さ
れ
た
経
済
量
あ
る
い
は
マ
ク
ロ
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
レ
ベ
ル
で
計
測
さ
る
べ
き
運
命
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

ク
ラ
ー
ク
流
のaggregate 

规
S

猫
済
#i

と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
役
入
係
数
の
変
化 

5

L五
九)



五
〇

(

九
六
〇)

c
a
p
i
t
a
l

の
概
念
を
使
用
し
た
ダ
グ
ラ
ス
の
研
究
は
ま
さ
に
そ
の
.典
型
的
な
例
で
.あ
.っ
.た
。

'
'
.
，
'た

か

ら

伝
統
的
な
代
替
猶
生
産
函
数
の
概
念
，か
ら
レ
オ
ン
テ
ィ
.エ
フ
投
入
係
数
の
非
代
替
性
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
本
来
当
を
得
て
い
な
い
と 

云
ぅ
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
か
.る
混
乱
は
幾
つ
か
の
研
究
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
ク
ラ
イ
ン
は
、各
財
毎
の
生
産
函

数

に

一

次

同

次

の
 

代
替
.的
生
産
函
数
を
設
定
し
、利
潤
極
大
原
理
の
結
果
、価
値
頟
の
比
と
し
て
表
わ
さ
れ
た
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
一
定

性

が

、

あ
る
条
件 

の
下
で
出
現
し
得
る
こ
と
を
証
明
し
た(

ク
ラ
イ
ン
の
代
替
定
理

)

。

ク
ラ
イ
ン
.の
代
替
的
生
產
函
数
は
ま
さ
に
ソ
ロ

ー
の「capital-homogeneous, 

smooth a
n
d

 factor-substitutable production 

function 」

の
概
念
に
該
当
す
.る
。
そ
れ
は
個
別
商
品
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
に
太
殆
ど
見
ら̂ 

な
い
性
質
の
生
産
函
数
な
の
で
あ
る
。
 

：
ゝ
：

資
本
の
理
論(

生
産
函
数
論)

は

「

本
来
、
ク
ラ
ー
ク
流
の
資
本
概
念
を
用
い
る
こ
と
な
し
に
、
種
々
の
異
質
的
な
物
的
資
本
財
の
完
全
な
分
析 

の
上
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る」

(

サ
ム
ヱ
ル
ソ
ン〔

3〕)

。
こ
れ
は
次
項
で
の
べ
る
よ
ぅ
に
リ
ニ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
手
法
を
援P

S

し 

て
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
本
質
的
な
拡
張
を
意
図
し
た
立
場
か
ら
の
発
言
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
何
れ
も
各
財
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
盡
礎 

に
レ
オ
.ン
テ
ィ
ヱ
フ
タ
イ
プ
の
固
定
技
術
係
数
の
概
念
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔

一
.
4〕

リ
ニ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
モ
デ
ル
と
の
関
連
に
お
け
る
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
^
^
の
一
般
化

さ
て
レ
オ
シ
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
非
代
替
的
性
格
に
つ
い
て
、
新
し
き
立
場
か
ら
の
批
判
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
き
立
場
と 

は
、
伝
統
的
なh

o
m
o
g
e
n
e
o
u
s
-
c
a
p
i
t
a
l

の
概
念
に
か
わ
るheterogeneous-capital

の
概
念
に
签
づ
い
た
生
産
函
数
論
で
あ
る
。

一
般
に
レ 

オ
ン
テ
ィ
.エ
フ
投
入
係
数
行
列
は
、
そ
の
数
学
的
構
造
の
視
点
か
ら
は
、
よ

り

一
般
的
な
形
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ア
ナ
リ
シ
ス
あ
る
い
は
リ
ニ
ア 

I
フ
ロ
ク
ラ
ミ
ン

グ
モ
デ
ル
の
特
別
の
場
合
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
レ
オ
ン
テ
.ィ
工
フ
の
体
系
で
ま
、

一
商
品
の
生
産
プ

ロ
ヒ
ス 

に
は
只
一
っ
の
生
産
ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
存
在
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
ぃ
る
の
に
対
-L
、
リ
ニ
ア

ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
モ
デ
ル
で
尤
、

一
般
て
一
つ

以
丄
れ
個
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
存
在
が
仮
定
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
レ
オ
ン
テ
ィ
二
フ
の
場
合
に
は
、
形
式
上
あ
る
商
品
の
生
産
に
対 

し
、
も
は
や
ど
れ
か
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
選
択
す
る
と
い
う

行
動
の
余
地
が
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
代
替
可
能
な
幾
つ
か
の
生
産
ア 

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
許
容
す
る
リ
.ニ
ア
ー

プ

.ロ
グ
ラ
ミ
ン
グモ
デ
ル
は
、
確
か
に
レ
オ
ン
テ
：ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
一
般
化
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ 

ら

は

_
>わ
ゆ
る「

代
替
定
理」

の
証
明
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
.サ
.ム
エ
ル
':ソ
.ン
、
ク
ー
プ
マ
ン
ス
、'
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

.ス
ク
レ
ー
ゲ
ン
等

に
よ
.り 

展
開
さ
れ
た
。

し
か
し 

4-

替
定
理」

に
関
す
る
証
明
は
伝
統
的
な 

roapital-homogeneous, 

s
mo
o
t
h 

and.factor-substitutable production 

f
u
n
?

 

t
i
o
n
j

の
単
な
る
復
活
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、S

投
入
構
造
の
基
礎
に
撰
択
可
能
な
幾
つ
か
の
固
定
技
霞
数
が
謹
さ
れ
、
 

第
二
に
、S

こ
れ
ら
の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、物
理
的
な
資
本
醫
そ
の
も
の
の
技
術
を
表
示
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

後
者
の
点
は
、

一
九
六
ニ
年Q

「

生
産
.函
数
と
経
済
成
長
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
.ゥ
ム」

で
の
研
究
諸
論
文
で
は
明
確
に
意
識
さ
れ
、heterogene

ous-capital production f
u
n
c
t
i
o
n

の
概
念
の
導
入
と
な
っ
た)

。
す
な
わ
ち
た
と
え
同
一
商
品
の
生
産
で
あ
っ
て
も
異
っ
た
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ 

ィ
は
、
使
用
さ
れ
た
資
本
設
備
の
質(

技
術
の
内
容)

が
憂
異
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
表
わ
し
、
そ
れ
ら
のheterogeneous 

c
a
l
r

の
技
術 

内
容
を
包
含
す
る
も
の
と
し
て
生
産
函
数
が
把
握
さ
，̂
る)

0 

(

サ
ム
エ
ル
ソ
ン
の
云
うa c

l
l
e
x
-
h
l
o
l
o
u
l
t
l

 programming 

m

l)

(

注

〖
he Review of Economic Studies, V

o
l
.
29, N

o
.

0 0

0
, 

June 1962, 

Symposium on Production Functions and Economic Growth.

(

注
2)

サ
ムH

ル
ソ
ン
は〔

3〕

で
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。「

経
済
の
す
べ
て
の
技
術
が
、
.
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
生
産
函
数
の一

冊
の
本(a 

w
h
o
l
e

 

b
o
o
k
)

に
ま
と
め
ら
れ
得
る
と
せ
よ
。
各
ぺ
ー
ジ
に
は|

つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ブ
ル
.！
プ
リ
シ
ト
が
の
せ
ら
1

て
い
る」

。

.
こ
の
よ
う
i

点
は
、
.生

讓

数

が

実

は

資

本

醫

そQ

もQ
Q

技
術
内
奪
記
述
し
た
もQ

で
あ
る
と
い
う
f

に
立
脚
す
る
も

の

で

あ

る

力
そ
れ
は
レ
オ
シ
テ
ィ
エ
フ
が
投
入
係
数
行
列
を
導
入
し
た
時
に
す
で
に
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
別
に
目
新
し
い
考
え
で
よ
な 

い

レ

.オ
ン
テ
ィ
エ
フ
及
び
そ
の
グ
ル
ー
。フ
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
の
下
に
«
本
の
エ
学
的
生
産
函
数
.の
開
発
に
進
む
が
、
そ
れ
は
経
済
学
的
な 

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

五

一(

L
六
一)



生
産
函
数
の
基
底
に
工
学
的
な
生
産
函
数
を
置
き
、
資
本
財
の
型
.の
選
択
は
.経
済
学
的
な
次
元
よ
り
：は
む
し
ろ
工
学
的
な
次
元
で
行
わ
れ
る
と
の 

想
定
.の
下
に
、
投
入
係
数
一
定

(

生
産
ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
只 

一
2

と
い
う
仮
定
を
採
択
し
、
さ
ら
に
生
産
性
係
数
ん
の
導
入
に
よ
る
投
入
係
数 

の
変
化
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
'

従
っ
て
上
述
の
よ
う
な
，heterogeneous-capital

と
い
う
認
識
の
上
に立

：.

つ
生
産
函
数
論
は
、
農
業
や
第
三
次
産
業
に
比
べ
て
資
本
財
利
用 

度
の
大
き
い
製
造
工
業
の
資
本
構
造
変
化
を
き
わ
だ
っ
て
重
視
し
た
立
場
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

.

さ
て
上
述
し
た
通
り
、
リ
ー
--
ァ

ー

プ

ロ

ダ

ラ

ミ

X

ダ
の
手
法
に
よ
る
レ
オ
ン
■テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
一
般
化
は
、
0)
各
財
の
生
產
に
多
数
の
生 

産
ァ
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
存
在
し
得
る
と
い
う
意
味
で
、
生
産
要
素
の
代
替
性
を
許
容
し
；た
。g

同
時
に
伝
統
的
生
産
函
数
に
お

け

る

r
日

c
OQ
g

g
丨 

ous-capital

の
概
念
か
ら
は
な
れ
て
、heterogeneous-capitar

の
概
念
を
生
.み
出
す
と
共
に
、
生
産
函
数
を
資
本
財
そ
の
も
の
の
技
術
的
内
容 

を
記
述
す
る
も
の
と
'し
て
把
握
し
.た
。
し
か
し
リ
ニ
ァー

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
的
性
格
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
分
割
可
能
性

•(divisibility)

の
公
準
は
残
存
し
、
そ
こ
で
展
，
さ
れ
た
生
産
函
数
は
常
に
収
益
不
変
を
仮
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

.
 

*
 

.

:
〔
一

.
5〕

規
模
の
経
済
性
又
は
非
経
済
性
に
つ
い
て 

.

.

さ
て
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
安
定
性
に
関
す
る
第
二
の
点(〔

一…

のg
)

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
収
益
不 

変
の
仮
定
で
あ
る
。
も
し
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
の
商
品
べ
ー

ス

と

同
じ
分
類
規
準
に
立
っ
て
統
計
的
検
定
を
行
い
、
な
お
も
規
模
の
経
済
性
又
は
非 

経
済
性
が
現
実
に
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
は
生
®
.規
模
の
拡
大
と
共
に
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
。

経
済
理
論
で
収
益
不
変
、
通
増
、
遞
減
は
、
通
常
、
同
次
的
生
産
函
数
と
の
.閨
連
で
定
義
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
生
産
量
を
又
、
各
投
入 

量
を
2/
<
と
す
る
と
き
、
生
産
函
数
は
ー
般
に

(
1

)
x
=
f
f
,

 yz,

.
y
is

ei,
 

y
ty

と
表
わ
せ
る
。
こ
の
時
任
意
の
数
奴
に
対
し

(
2
)

 

N
x=
/(

？

r
, 

., 
l
y
ty

が
成
立
つ
と
き
、
⑴
式
は
?I次
の
同
次
函
数
で
あ
り
、
n
l/
l

に
従
っ
て
、
収
益
通
増
、
不
変
、
通
減
が
定
義
さ
れ
る
。
伝
統
的
生
産
函
数
論
で 

は
U
式
を
一

次
同
次
函
数
と
み

な

す

の

が

普
通
で
あ

り

、

そ
れ
に
は
各
投
入
量
^

(̂
==.1,2

,
…
…
，

色

が(

資
本
財
も
含
め
て)

homogeneous. 

で
あ
る
こ
と
が
定
義
的
に
必
要
と
さ
れ
た
。

し
か
し
い
ま
、
新
し
い
立
場
で
、
個
別
財
の
生
産
函
数
に
J
J
a肖
©

c
a
p
i
t
a
l

の
概
念
.が
導
入
さ
れ
、
か
つ
ま
た
⑴
式
は
資
本
財
そ
の 

も
の
の
技
術
を
表
わ
す
と
の
立
場
を
と
れ
ば
、.
.も
は
や
3
式
が
同
次
函
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
要
請
.は
全
く
無
く
紅
る)

。

そ
こ
で
こ

こ

で

は

別
の
定
義
を
採
用
し
た
い

と

思

う

。

わ
れ
わ
れ
は
機
械
設
備
の
技
術
構
造
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
規
模
の
経 

済
性
は
純
粋
に
技
術
的
な
問
題
だ
け
に
限
定
す
る
。
従
っ
て
生
産
規
模
と
は
、
各
資
本
財(

材
料
設
備)

の
生
産
能
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ 

の
と
き
規
模
の
経
済
性
と
は
、
純
粋
に
工
学
的
な
意
味
で
、
生
産
能
力
の
拡
大
に
伴
っ
て
単
位
能
力
当
り
各
必
要
投
入
量
が
節
減
さ
れ
る
こ
と
を 

意
味
す
る
。
こ

の

よ

う

なn

ス
ト
の
タ
ー
ム
で
は
規
模
の
経
済
性
と
は
生
産
の
CJ
B.
C+
-
0
0
^
が
、
規
模
の
拡
大
と
共
に
変
化
す
る

と

定
義
さ
れ
る
'
 

の
が
普
通
で
あ
る(

シ
ル
バ
ー
ス
ト
ー
ン〔

35〕)

。
し
か
る
に
、u

n
i
t
.
c
o
s
t

は
、
生
産
要
素
を
於
、
そ
の
価
格
を
^
と
す
れ
ば
、

(
3
)

 

§
it 

c

o

s

t

=

w

M
_
=
M
^
7
^
- 

2, 

.

と
表
わ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、.
生
産
能
カ
乂
の
増
大
は
、
す
べ
て
の
要
素
の
原
単
位
逬
>
<を
同
ー
.方
向
に
、
又
同
ー
の
大
き
さ
で
変
化
さ 

せ
る
必
要
は
な
い
。
.た
と
え
ば
、
.生
産
要
素
を
、
労
働
投
入
乙
、
資
本
投
入(

金
額)

K
、
原
材
料
投
入
值
に
三
分
類
す
る
と
き
又
の
増
大
と
共 

に
単
位
当
り
労
働
力L

/
X

■
は
減
少
し(

労
饊
，節
約
的)

.、.
他
方
単
位
当
り
資
本
投
入K

/
X

は
増
大
し(

資
本
使
用
的)

、
か
つ
単
位
当
り
原
材
料
投 

入

M
/
X

は
不
変
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
や
大
き
さ
が
異
る
こ
'と
が
あ
り
得
る(

第
三
節
参
照)

。
そ
..れ
ら
を
綜
合
し
て
、
(3
)

式
の
単 

位
当
り
費
用
の
形
に
す
る
^
き
、
総
合
的
な
規
模
の
経
済
性
又
は
#-
経
済
性
が
定
義
で
き
る
.の
で
あ
る
.。

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化
.. 

五
三
.(

九
六
三)



五

四(

九
六
四)

さ

て
':
-
リ
.ニ
ア
ー
プロ

グ

ラ

ミ

ン.グ

モ

デ.ル

の

生

產

函

数

で

は

.、
，
当

然

ア
ク
.テ
イ
ビ
テ
ィ
の
|

_

导
を
前
提
に
す
る
か
ら
、
規
模
の
経 

済
性
を
検
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
.は
、
生
産
函
数
を
何
ら
か
の
形
に
特
定
化
し
..て
、，..規
模
の
.経
済
性
の
有
無
を
、
レ
オ
ン 

テ
ィH
フ

と

同

じ

商

品

べ

ー

ス

'の
次
元
で
統
計
的
に
確
か
.め
ね
ば
な
ら
な
い
。：

:

f

)

.生

産

函

数

が

一

次
同
次
函
数
で
.あ
る
か
否
か
の
問
題
は
経
験
的
基
礎
に
基
づ
い
て

I

る
べ
.き
も
の
で
あ
る
。

同

次

函

数

に

つ

い

て

の
ユ
ム 

•

ぺ
ー
タ
ー
っ
経
済
学
説
史
⑶
し
へ
邦
訳
東
畑
精
ニ
訳
リ
幻
夕
^
^〜

^

^
に
詳
し
い
。
 

F 

t、

V 

■
 

, 

•

〔
一

* 

6 

Vli
t
a
t
l
o
n
a
l

な
形
の
投
入
函
数
と
生
產
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
分
割
不
可
能
性
?

.

す
で
に
の
へ
た
よ
ぅ
に
リ
ニ
ア
丨
フ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
タ

イ

プ

.

の
生
産
函
数
は
、
幾
つ
か
の
生
爭
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
存
在
を
許
容
す
る

こ

と
 

に
よ
り
、
技
術
の
選
択
を
通
じ
て
の
要
素
投
人
間
の
代
替
性
を
許
容
し
た
が
、

そ
のd

i
v
i
l
i
t
y
.
Q

性
格
か
ら
収
益
不
変
の
仮
定
を
採
用
せ
ざ 

る
を
得
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
餐
の
経
済
性
の
可
能
性
を
導
入
し
よ
ぅ
と
試
み
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
測
定
対
象
の
単
位(

l

o

f

た
個
々
の
機
械
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
又
そ
の
複
合
体
と
し
て
の
プ
ラ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
よ
.い
。
わ
.れ
わ
れ
.

の..

使
用
し
得

る

経

済

資

料

が
個

々

の
機
 

械
に
つ
い
て
I

報
を
も
た
ら
す
程
精

緻

で

は

な

い

の

で

、
，」

の
研
究
で
は
、
1
も
基
本
的
な
測
定
対
象
.の
単
位
を
一
商
品
を
生
産
す
る
た
め

に
 

使
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
、「

商
品
べ
I
ス
又
は
。フ
ラ
ン
ト
べ
I

ス
で
測
ら
れ
た
生

産

函

数」

等

と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の 

場
合
、
襲

の

経
済
性
と
は「

た
と
え
同
一
商
品
の
生
産
で
あ
っ
て
も
、
大
き
い
生
産
能
力
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
小
能
力
の
プ
ラ
ン
ト
よ
り
も
、
能 

カ
単
位
当
り
，コ
ス
ト
、
あ
る
い
は
各
投
入
量
の
原
単
位
が
小
さ
い
場
合」

と
定
義
さ
1
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
r
し

L

実
験
式
と
し
て
次
の
よ
う
な

K

日

は

^

ざ3

巴

な
形
の
投
入
函
数
を
設
定(

^ i
T
^
。

今
、
記
号
を
次
の
ょ
ぅ
に
定
め
ょ
ぅ
。
任
意
の
.
1商
品
の
生
産
の
た
め
に
使
用
し
得
る
.！2
;種
類
の
プ
ラ
ン
ト
が
存
在
す
る
も
の
と
し
ょ
ぅ
。

X,
ん
番
目
の
プ
ラ
ン
ト
の
生
産
能
力(

生
産
規
模)

=々
1
,
2
,
…
…
，
N

 

レ
み
番
目
の
プ
ー
フ
ン
ト
の
操
業
に
必
要
な
労
働
投
入
量
.(man).

M ,
ん
番
回
.の
プ
ラ
ン
ト
の
操
業
に
必
要
な
Z
番
目
の
原
材
料
投
入
量/ =

1
,
2
,
…
…
,
m

 

■

K,
た
番E

I

の
プ
ラ
ン
ト
の
市
場
購
入
価
格(

建
設
費
用)

こ
れ
ら
の
変
数
の
間
に
次
のlimitational

函
数
を
お
く
。

(
4
)

 

L
N
L
8

.(
&
)

 

M
f

m
x

)

へ=1
,
2
,
…
…
，
m

 

(
6

)

w

=

K

0

(

注
4)

limitationality

の
定
義「

あ
る
商
品
の
生
産
に
お
い
て
費
用
項
目
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
投
入
変
数
の
お
の
お
の
が
、
そ
の
産
出
量
水
準
だ
け
に
一 

義
的
に
依
存
す
る
場
合
、
各
投
入
はlimitational

な
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
財
の
産
出
量
水
準
を
叉
、
各
投
入
量
を
2/
.
-と
書
く
と
、そ
の
時
、

心̂

^
^
^% 
n
ur*
1

.

.

,
 972̂ 

と
^

^

せ
る

 

.

' 

:

:

.

.

. 

.

.

.

.

当
然
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
は
、
⑷
⑸g

式
に
お
い
て
収
益
！

f

変
の
成
立
す
る
場
合
と
解
釈
さ
れ
る
。

.

一
般
に
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
係
数
の
場
合
を
除
い
てlimitational

な
投
入
函
数
は
、
次
の
ニ
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
W
そ
.れ
は
N
種

類(
N

 

W
1)

の
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
も
つ
。
換
言
す
れ
ば
種
々
の
型(

あ
る
い
は
容
量)

.の
プ
ラ
ン
ト
が
存
在
し
得
る
。S

第
二
に
設
備
の
分
割
不 

可
能
性(indivisibility)

を
前
提
に
し
て
い
る
。

S

の
点
は
リ
ニ
ァ
ー
プ
ロダ
ラ
ミ
ン
グ
タ
イ
プ
と
同
一
で
あ
る
が
、g

の
点
は
生
産
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

divisibility

を
認
め
な
い
点
で
、
 

リ
ニ
ア
ー
フ
ロ
ク
ラ
ミ
ン
ク
モ
ー
ア
ル
と
異
る
。
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
タ
イ
プ
*
リ
ニ
ア
！
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
タ
イ
プ
、
リ
ミ
テ
イ
'ゾ
.
ヨ
ナ
ル
タ
イ
プ 

规
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ンテ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化
. 
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九
六
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図 1 各タイプ生産函数の比較

(イ). .レオンテイヱフタイプ

生産ァ タ テ ィ ビ テ ィ は 1 コ。 divisibility
を俾定。

(ロ） リニア一プロ :グラ ..ミング j イプ

L

生産アクティビティはN コ。divisibility 
を仮定j 等量曲線が画ける。

シ、） リミテイショナルタイプ

生 産 ァ ク テ ィ ビ テ ィ は N コ indivisibility
を仮定。

の
三
者
の
関
係
は
図
1
で
明
ら
か
に
.な
る
だ
ろ
う
。

五

六C

九
六
六)

の
I

別
図
と
同
じ
形
で
、か
つ
労
働
投
入
I

と
資
本
投
入
量(

K)

を
例
に
と
っ
て
図
示
し
て
あ
る
。
I

I

な 

。リ
ニ
ア
|
プ

ロ

グ

？

、
ン

グ

タ

イ

プ

に

I

、

U

テ
ィ
の
分
割
不
可
能
性
を
仮
定
し
l

i

学
る
こ
と
が

〔

了
 

7〕

商
品
分
類
の
規
準 

‘

先
量

l

l

m

塞

零

達

I

s

l

f

 

i

■

と
し
5

ラ
ン
ト
と

、
I

位
を
採
択
し
た
。
し
t

l

s

肇

と

賛

I

た
i

奮

れ
i

裏

。
何

f

ば
、
商

i

讀

準

の
大

小

に

応
じ
て
沏
定
対
象
の
単
位
を
変
え
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
 

■

さ

て

製

品

馨

f

す
t

i

憂

と

I

I

、
単
i

i

_

5

、
響

は

f

の

髪

際
に
こ
れ
.ら
を
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
商
品
分
類
は
日
本
標
準
商
品
分
類(

細
分
類
ば
六
桁
分
類)
に
従
っ
て
い
る
が
、
も
し
そ 

の
四
桁
分
類
に
含
ま
れ
る
も
の
を
類
似
商
品
と
み
な
せ
ば
、
産

業

.

(

小
分
類)

す
ら
同
一
類
似
商
品
■を
生
産
し
て
い
る
同
質
事
業
所
の
集
合
体
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
逆
に
.、
六
桁
分
類(

細
分
類)

で
す
ら
、
厳
密
に
云
え
ば
質
や
銘
柄
を
異
に
す
る
類
似
商
品
の
集
合
で
あ
っ
て
、
舉 

一
商
品
と
は
み
な
さ
れ
な
い
分

ど
の
程
度
ま
で
の
分
類(clasmcation)

を
も
っ
て
同
一
商
品
と
み
な
す
べ
き
か
は
、
そ
れ
ら
の
下
で
の
計
測
結
果
の
有
効
性(

.た
と
え
ば
統
計 

的
安
定
性)

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
予
め
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
研
究
で
は
、
入
手
し
得
る
最
も
細
分
化
さ
れ
た
分 

類(

日
本
標
準
分
類
六
桁)

か
ら
、
産
業
小
分
類(

同
分
類
四
桁)

ま
で
の
範
囲
を
と
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
測
定
対
象
の
単
位
を
設
定
し
た
。
そ
の
関 

係
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

. 

•

(ハ）
産
業
規
m

i
ス

(ロ）

業
所

1
ス

(ィ）
商

‘I
ス

pgi

称

四
桁
分
類

五
桁
分
類

桁
分
類
の
複
合

. . 1 ■

桁
分
類

日
本
標
準
商
nn
分
類
規
準

事
業
所
の
複
合
体
と
し
て
の
産
業
内
規
模
別
の
平
均
事
業
所

プ
ラ
ン
ト
の
複
合
体
と
し
て
の
事
業
所

そ
の
商
品
に
対
す
る
ブ

ン
ト

測

定

対

象
の

位

S

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
最
も
細
分
化
さ
れ
た
商
品
分
類(

六
桁
分
類)

の
基
準
の
下
で
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
複
合
体
で
あ
る
事
業
所(

実
際
に
殆
ど
の 

事
業
所
で
はprauct-mix,

の
状
態
に
あ
る)

は
、
す
で
に
あ
る
程
度
の
商
品
混
合
を
含
ん
だ
対
象
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
他
方
五
桁
分
類
を
採
用
し
、
 

そ
れ
に
含
ま
れ
る
六
桁
分
類
の
商
品
を
類
似
商
品
と
み
な
せ
ば
、
事
業
所
単
位
は
そ
れ
ら
同
一(

類
似)

商
品
に
対
応
す
る
単
'一
測
定
対
象
と
考
え 

ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
同
様
の
こ
と
は
産
業
規
模
別
平
均
事
業
所
に
対
し
て
も
云
ぅ
こ
と
が
で
き
る
。

V-
れ
ら
の
分
類
は
単
な
る
程
度
の
差
で
あ

っ
 

て
、
と
れ
ら
の
範
囲
の
お
の
お
の
に
対
し
計
測
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
の
有
効
性
.か
ら
判
断
し
て
あ
ら
た
め
て
分
類
規
準
を
決
定
す
べ
き
性
格
の 

も
の
で
あ
る
。

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

五
七
.(

九
六
七)

I

i

j

I
\
1

}
|
§
\



五

八(

九
六
八)

さ
て
こ
.の
ょ
ぅ
な
商
品
分
類
墨
の
恣
意
性
は
、
他
面
、
生
産
匿
計
測
に
当
っ
て
の
集
計
の
程
度
に
関
係
す
る

。

す
で
に
目

1

1

1

 

,
ノ
で
ー
货
■
的
f
替
生
産
函
数
力
適
用
し
得
る
余
地
が
あ
り
、M

s
m

^
d
i
s
a
g
g
r
e
g
a
t
e

す
る
程
、
固
定
技
術
係
数
^
な
投
入
^

数
が
最
近
1

1

1

1

窘

る

こ

と

を

署

た

。
し
t

v

G

i

i

l
が

醫

I

I

、
唐
的
に
確
認

さ
れ
？
訳
て
は
な
し
そ
こ
で

第
二
筒
以
下
で
は
、
.上
記
の
素
所
べ
.丨

ス

及

び

讓

規
模
べ
.！
ス
に
つ
い
て
も
代
替
的
生
産
函
数
と
E

?
 

§
n

a

r&
入

霊

の

F
力
に
つ
L
て
削
抑
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
商
品
べ
I
ス
に
つ
い
て
はlimitational 

な
投
入
函
数
だ
け
を
問
題
に
し
、
，ノ 

口
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
時
系
列
に
お
い
て
も
、
統
計
的
'に
蹇
す
る
.ょ

ぅ

な

投

入

靈

型

を

達

し

第一一節計

'測
の
方
法

〔

亍

1〕

こ
の
研
究
の
息
は
製
造
工
業
部
門
の
投
入
•
産
出
の
構
造
に
関
し
、
最
も
安
定
.し
た
生
廣
数
の
形
を
、
統
計
的
に
決
定
す
る 

こ
と
で
あ
る
こ
こ
に
お
け
る「

統
記
的
安
定
性」

の

賺

と

は「S

採
用
さ
れ
た
函
靈
の
近
似
度
が
高
く
、S

ど
の
パ
ラ
メ
タ
に
対
ぞ
も

靈

囊

謹

が

 

一
f

さ
く
、
P

豪

露

」

て
I

I

定
I

が

看

、
.言

に

l

i

っ

、，
てi

函
数
型
が
良
好
に
当
て
は
ま
る」

の
四
点
を
意
味
す
る
。
.
 

-

〔

ご• 

J

生
産
の
投
个
産
出
の
構
造
の
統
計
的
決
定
に
は
、
葉

的

に

は

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
デ
丨
タ
に
対
す
る
回
帰
分
析
が
採
用

さ

1 

た
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

分
析
は
、
次
の
利
点
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る

0 

.

“

各

霞

が

価

値

タ
丨
ム
で
は
か
ら
れ
て
い
る
と
き
、
時
系
列
分
析
で
生
じ
て
く
る
俯
格
変
動
の
影
響
を
、

ク
ロ
ス
セ
.'ク
シ
ヨ
ン
分
析
で
は

㈣

わ
れ
わ
れ
は
デ
I
タ
の
制
約
上
、実
際
の
測
定
の
単
位
を
基
本
的
に
は
各
事
業
所
に
置
い
た
。
即
ち
、各
事
業
所
に
対
し
て
調
査
さ
れ
た
投 

入
丨
産
出
に
関
す
る
資
料
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
各
事
業
所
を
標
本
点
と
す
る
ク
P
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
で
は
、広
い
幅
に
わ
た
っ

て

、 

①

産
出
量
の
規
模
の
格
差
、
②

生
産
性
格
差

、

③

V
i
n
t
a
g
e

 

の
差
等
が
観
測
さ
れ
る
故
、
生
産
函
数
計
測
に
対
し
て
は
、
統
計
的
安
定
性
が
増
大
す
る
。

M

1

般
に
各
時
点
で
は
、
た
と
え
同
ー
商
品
の
生
産
に
対
し
て
も
小
規
模
事
業
1
か
ら
大
規
模
事
業
所
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
，る
の
で
、
規 

模
の
経
済
性
の
有
無
を
検
定
す
る
の
に
好
都
合
で
.あ
る
。

㈡

時
間
に
関
係
す
る
技
術
進
歩
の
影
響
を
計
測
上
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
ク
ロ
ス
セ
クシ
ョ
ン
分
析
の
計
測
結
果
を 

時
系
列
に
並
べ
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
技
術
進
歩
率
を
純
粋
に
抽
出
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
蕋
本
的
に
は
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
採
用
し
、
時
に
は
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
時
系
列
の
併
用
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ 

を
プ
ー
ル
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

〔

ニ 

*
3

〕

さ
て
こ
の
研
究
で
統
計
的
に
比
較
の
対
象
と
な
っ
た
生
産
函
数
は
.次
の
ょ
ぅ
な
も
の
で
あ
る
。

:
A

〕

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ

ン
分
析
に
対
し
て
は
次
の
五
つ
の
函
数
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

⑷

要
素
代
替
的
、
速
続
的

.な
同
次
函
数

{
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=
f
f
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:
y
y
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l
l
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x
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n
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l
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M
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M
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M

a

n
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H
1
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,
n
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レ
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a
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1
5

)
2
/
2

 4
〕

ロ 

P
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階

 

(b
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L
i
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i
t
a
t
i
o
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a
l
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投

入

函

数

す
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,
……

,
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規
模
の
.経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ4

フ
投
入
係
数
の
変
化
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T

1
)

.

T
l
,2'

:
:

.
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指
数
型

(b—
2) 

y
i
"
a
i
x
+

z&
i

«J
>
.
=
1
,

2, 

., w

 

岽
型

卜
上
記
の
特
殊
な
型
と
し
て
固
定

的な投
入

係
数

o
、
 

2

/

1

P

X

.

す

1
,

さ•
レオン
ティエ
フ選
 

〔

B〕

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
時
系
列
の
両
方
を
プ
丨
ル
し
た
場
合
に
は
次
の
三
つ
を
比
較
し
た
。

(

！

) 

X
”

尋

#

 

J
2
,
‘

(b—
3) 

2 /
,
=分

10
^

>
 

i
=
i

 

y …
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さ 

(
b-
4
)

 

y
l
c
u
x

 
十 y

,
i

+
p

す

1'2, 

i
 

r 

r 

.2 /i 

^
^

^

ン
鄭 

.
X
;
1#
M
_

六
〇

(

九
七
〇)

〕

以
下
に
I
上
記
證
型
の
比
較
検
定
に
対
し
、
大
き
く
分
け
て
次
の
四
震

の

計
測
が
な
さ
れ
た<

3

産
！
^
 •
規
模
別
集
計
デ
ー

タ(

戦
前)

⑵

産
■
 
•
規
模
別
集
計
デー

 

タ(

戦
後)

⑶

事
業
所
べ
ー
ス
の
個
票
デ
ー 

.タ(

商
品
別
も
含
む)

⑷

商
品
べ
ー
ス
物
堡
ター

ム
デ

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
^

系
列 

I

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン 

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と

時
系
列

昭
和
五
年〜

.

1

〇
年

昭
和
三
六
年

昭
和
三
六
年
、

昭
和
三
〇
年〜三

九
年

1

 謹

又丨

製
造
工
業
九
産
業

全
産
業

紙
五
産
業 

鉄
三
産
業

紙
産
業
三
品
目

統

計

調

査

名

工
場
統
計
表

工
業
統
計
調
丧

工
業
統
計
表(

個
票) 

労
働
生
産
性
調
査

.
S 票
>
'

計

.31
番
号

5-
-RI
扭
 

I

 

計
測
10 

-:i6

 

扭
n

I V
v

 

計
測
¥1

，◎
計
測〔

I〕

で
は
、
戦
前
工
場
統
計
規
模
別
資
料
を
利
用
し
、

〔

I

I

I〕

戦
前
各
年
ク
ロ
ス
.
セ
ク
、ゾ■
ョ
ン
分
析
で
製
造
工
業
九
産
業
に
対
し
、(a—
1
)

式

(b—
1
)

式
の
計
測
比
較
が
な
さ
れ
た
。
 

〔

L

—

2〕

昭
五
年〜

一
〇
年
に
わ
た
る
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
時
系
列
を
プ
ー
ル
し
て
、
上
記
九
産
業
に
対
し
、

(
a
l
3
)

式

と(b—
3) 

式
の
計
測
比
較
が
な
さ
れ
た
。

(

付
表
第
一
表
、
：第
二
表)

.

.

◎
計
測〔

n〕

昭
和
，三
六
年
工
業
統
計
産
業
細
分
類
別
規
模
別
資
料
を
使
用
し
、
全
産
業
に
つ
い
て
、ノ

(
a
l
l
)

式
、(b

丨1
)

式

を

比

較

(

付
表
第
三
表)

.

. 

. 

,

◎
計
測〔

DI〕

昭
和
三
六
年
工
業
統
計
表
事
業
所
別
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
を
用
い
、
紙

(

五
産
業)

、
鉄

鋼(

三
産
業)

に
つ
い
て
、
.

.(a—
1
)

式
、(b—

l
)

式
、(b—

2
)

式
を
計
測
比
較 

〔

I〕
〜
〔

S

ま
で
の
計
測
結
果
か
ら
、
.各
年
次
毎
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
に
お
い
て
も
、

又
そ
の
時
系
列
に
対
す
る
安
定
度
に
つ
い
て
も 

L
i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な

@
|
じ
式
が
他
の
代
替
的
生
産
函
数
ょ
ケ
も
、
統
計
的
に
良
好
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
た
。

し
か
し
以
上
の
計
測
は
、
商
品
毎
の
生
産
函
数
で
は
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、p

r
a
u
c
t
-
m
i
x

を
含
ん
だ
ま
ま
の
、
産
業
べ
ー
ス
、
規
模
べ 

I

ス
、
事
業
所
べ
ー
ス
の
集
計
資
料
を
基
礎
に
し
て
い
る
。
そ
こ
でp

r
a
u
c
t
-
m
i
x

の
影
響
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。

(

以
下
の
計
測)

◎
計
測〔

IV〕

昭
和
兰
六
年
工
業
統
計
表
個
票
を
用
い
、
商
品
べ
ー
ス
.で
、
紙

•
鉄
、
計
約
七
〇
品
目
に
つ
き
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数 

■ 

の
.規
模
に
対
す
る
安
定
性
の
検
定
を
行
っ
た
。
(0
)
式
の
検
定
。

◎

計
測〔

V〕

計
測〔

IV〕

と
同
じ
デ
ー
タ
を
用
い
、
商
品
べ
ー
ス
で"

同
七
〇
品
目
に
つ
きL

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数(b—

2
)

式
の
測
宠 

を
行
い
、
規
模
の
経
済
性
を
検
証
し
た
。

◎
計
測
C
VI〕

昭
和
三
.〇
年
丨
三
九
年
に
わ
た
る
：労
働
生
産
性
調
沓
の
原
票
を
刺
用
し
、
紙
三
商
品
に
つ
い
て
、
商
品
べ
ー
ス
、
物
量
タ
ー
ム

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化 

六

一.(

九
七
一)

.

.

.
も'
-
?
备*

矣
莫

令'*''̂*̂

.要"

或
ダ*

泰
^
^



U

M

° A
函
数
の
形
を
決
定
し
た
。
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
シ
時
系
列
両
者
の
併
用
に

.よ
る(

T
3)

式
、六

一

計
測
比

は
次
の
よ
ぅ
I

を
も
つ
こ
と
が
I

I

h

l

i
行

I

投

个

産

出

f

蒙

的

な

置

1

生

産

匿 

S

最
も
基
本
的
な
関
係
は
商
品
べ
丨
ス
の
生
磨
数
に
よ
っ
て
経
験
的
に
把
握
さ
れ
る
。

如

そ
^」

で
は
、
要
素
代
替

的
か
つ
連
続
的
な
同
次
震
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
各
投
入
が

L
i
l
o
n
a
l

な
関
係
に
あ
る
投
入
霊
の

1

h

m

 

g

l

u

、

よ

祿

的

{

{

パ

l

l l
p

マ
て
は
、
明
i

馨

隻

i

l

i

る
。

|

品
群
に
っ
ぃ
て
は
収
益

M -
規
^

経
済
隻
は
非
経
済
性
の
I

一
般
に
各
投
入
毎
に
別
々
の
大
き
さ
や
、
方
向
を
.も

って
い
る
こ
と
が
證

さ
れ
る
。

(

と

ロ
 =

で
も
一
般
に
中
間
財
投
入
に
関
し
て
は
収
益
不
変
の
仮
説
が
妥
当
す
る
よ

.(

M

のb

"

b

H

r

i

fぅ

產

の

生

産

で

は

、
生
産
要
素
の

代
替
は
、
産
出
規
模
の
変
化
を
通
じ
て
の
み
生
起
す
る
。
 

s

わ
れ
わ
れ

I

I

較
検
定
I

生

産

墨

の

う

ち
、
各
時
点
の
U

I

関
し
て
も
、又

着

長
期
に
わ
た

る
時
系
列
に
対
し
て
も
、
最
も
安
定
し
た
函
数
型
は
、
次
の
ょ
ぅ
なL

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数
で
あ
る
こ
と
が
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
。

於
=
3?
>
1
0 在
X

J 

2, 

. .•…y 

%

こ
こ
に

2/
i
各
投
入
量
、
xi
産
出
量
水
準
、
f
時
間

的

S
〜
S

ま
で
の
項
は
、
商
品
べ
ー
ス(

物
量
タ
ー
ム)

の
計
測〔

VI
I

〕

で
最
も
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
が
、
産
業
•
規
模
べ
ー
ス
又
は
事
業
所
べ 

丨
ス
の
計
測〔

I〕
〜
〔

IV〕

に
お
い
て
も
、
同
様
に
確
認
さ
れ
る
。

第

三

節

産

業

規

模

べ
I

ス
生
産
函
数
の
計
測 

〔

三

•

1〕

戦
前
産
業
規
模
平
均
事
業
所
べ
ー
ス
の
計
測

◎
計
測〔

1—

1〕

戦
前
の
工
場
統
計
表
、
従
業
員
規
模
別
デ
ー
タ
を
用
い
、
各
年
毎
に 

(

昭
和
五〜

一
〇
年)

.

(
a
l
l
)

 

X
A
I
/
K
y

(

T

l) 

L
=
J
3
,
X
/

 

闪
=
/
?
を

を
計
測
し
た
。

九
つ
の
産
業
、(

三
四)

鉄
、(

四
五)

鋳
物
鍛
鋼
、(

八
ニ)

紡
織
機
械
.'(

八
八)

工
作
機
械
器
具
、(

九
〇)

製
紙
機
械
、(

九
三)

印
刷
機 

械
、(

一
三
六)

セ
メ
ン
ト
、(

一
七
一)

製
紙
、(

一
九
一)

印
刷
製
本
、
に
つ
い
て
の
毎
年
の
計
測
結
果
が
別
掲
第
一
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
こ
で
は
下
に
紙
産
業
だ
け
を
例
に
と
り
比
較
し
や
す
い
形
に
表
1
に
ま
と
め
て
お
い
た
。(

資
料
の
説
明
は
別
表
第
一
表
注
を
参
照
せ
ょ)

◎
fi
測〔

I
丨
2〕

計
測〔

1
丨

1〕

と
同
じ
デ
ー
タ
を
用
い
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
睁

系
列
を
プ
ー
ル
し
て
、
次
の
式
を
計
測
し
結
果
を
比 

.

.

較
し
た
。

规
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
ヱ
フ
投
入
係
数
の
変
化
. 

六
三

.
へ九
ヒ
三

〕



る
。
と
く
に
i
の
値
の
標
準
誤
差
は
相
対
的
に
大
き
く
不
安
定
で
あ
る
。
又
、
.時
に
生
ず
る
i
の
推
定
値
の
負
値
を
わ
れ
わ
れ
は
説
明
す
る 

こ
と
が
で
き
な
い
。(

表
1)

(b
)

(
a
l
l
)

式
に
比
較
し
、(b—

l
)

式

L
=
^
x
#、

の
推
定
で
は
外
、

/?
L
、

办
の
値
が
時
間
に
対
し
き
わ
め
て
安
定
し
て
お 

り
、
か
つ
す
ベ
て
の
パ
ラ
メ
タ
推
定
値
の
標
準
誤
差
は
小
さ
く
、
安
定
し
て
い
る
。(

表
1)

W

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

. •

時
系
列
の
プ
ー
ル
し
た

デ
ー
タ
の

利
用
で
は
、((

P丨

3)

式

x
=
6
1
o
U
L
€
.

)

ゴ
の
値
が
有
意
に
計
測
さ
れ
な
い
。
 

又
た
の
値
に
比
べ
て
、
i
の
値
が
異
常
に
小
さ
い
。_

.
ゆ

=
1
.
4
3
9

は
経
済
学
的
に
考
え
て
過
大
な
値
で
あ
り
、
又

•

•
ホ

=
0
.
0
6
2

 

は
過
小
で
あ
る
。や

+
i
v
l

す
な
わ
ち
こ
の
形
の
計
測
に
よ
る
収
益
通
増
が
見
ら
れ
る
。
S

?)

⑷

(a—
3
)

式
に
比
較
し
て
、(

げ
ー3

)

式

；L
H
^
l
oミX

%

W
=
^
1
0
€
.
x

よ
の
推
定
結
果
は
、
非
常
に
安
定
し
た
推{

疋
値
を
与
え
て
い 

る
。

以
上
の
観
察
か
ら
、(

a
l
l
)

式
よ
り
は(

び
ー
じ
式
、(

P—

CO)

式
よ
り
は
9

I
CO)

式
が
統
計
的
に
有
効
な
函
数
型
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ 

る
。
同
様
な
.傾
向
が
戦
後
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。
 

.

以
下
戦
後
の
分
析
が
、
計
測〔

n〕
〜
〔

VI〕

で
試
み
ら
れ
る
。

〔

三
.

2〕

戦
後
の
産
業
規
模
べ
ー
ス
に
よ
る
計
測
^

十
全
産
業

デ
ー
タ
は
工
業
統
計
表
、昭
和
三
六
年
の
規
模
別
デ
ー
タ
で
、
産
業
小
分
類
毎
に
、
そ
れ
に
属
す
る
産
業
細
分
類
規
模
別
の
数
値
を
標
本
点
に
と 

っ
て
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
で
分
析
し
た
。
対
象
産
業
は
全
産
業
で
あ
る
が
、そ
の
ぅ
ち
計
測
の
自
由
度
が
一
〇
以
上
の
も
の
だ
け
を
え
ら
ん
で
、先 

の(
a
l
l
)

式
ダ
グ
ラ
ス
型
と(b—

l
)

式
指
数
型
投
入
函
数
を
計
測
し
た
。
結
果
は
、別
表
第
三
表
に
掲
げ
て
あ
る
。
計
測〔

I〕

と
同
様
、(a

l
l
)

 

式x
=
a
z

を
の
ゴ
の
値
は
不
安
定
で
あ
り
、
、産
業
に
よ
っ
て
有
意
で
な
い
場
合
が
多
い
。
又
、

た
の
値
が
大
き
く
、
•ブ
の
値
は
非
常
に
小
さ
い 

規
模
の
経
済
也
と
レ
ォ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

六

五

(

九
匕
五)

表 1. 製 紙 業 （昭和5年〜10屯） 

(a--l) X = 6 L * K J* (b— i) L = " LX  气

昭和5年 

t-Value

6年

7 年

8 年

9年

10年

k

1.7083 

(13.480)

1.3015 

(6. 535)

1.4689 

(3. 582)

1.8120 

(4.228)

1.3173 

(2. 645)

0. 6755 

(3. 936)

k + j

— 0.1262 

(1.5633)

0.1431 

(1.1710)

0. 0322 

(0.1291)

— 0.1681 

(0. 6219)

0.1851 

(0. 6219)

0.4942 

(5. 0044)

1.5821

1.4446

1.5011

1.6439

1.5024

1.1697

log 6 OCL log/?L ak % 趴

2. 615 0. 6611 一1.763 1，0286 -3.1748
(27. 227) (547.6) (11.73) (115.6) (3.14)

2. 684 0. 6513 -1.694 1,0577 -3.3123
(24. 001) (657.4) (14.19) (239. 2) (6.76)

2.633 0.6551 —  1.708 1.0733 -3.3972
(12. 745) (405.10) (8.73) (228.1) (6.46)

2. 537 0. 6526 —  1.731 1.0855 -3.6792
(10. 224) (357. 96) (7. 54) (185. 0) (5.21)

2. 643 0. 6103 -1.524 1.0169 — 3. 2354
(8.178) (258.9) (4.487) (180.7) (4.28)

3. 077 0.6510 —  1.735 1.1321 -3.8479
(29.063) (418.2) (8.449) (502. 8) (13.8)

業 （昭和5年〜10年）

(a— 3 ) 式 X =610 パ！/ Kゴ

S. D.

t-Value

1.439 0. 062

(0.133) (0. 080)

(10.80) (0. 78)

1.501 0.0106 2.583 0.9975

(0.0053) ( 0 . 0 8 1 ) —

(2.00) ( 3 1 . 7 9 ) —

(b—3) ^  L = 0 hlOr ^ X ^

S. D.

t-Value

非
常
に
大
き
く
変
動
す

の
推
定
値
が
時
系
列
で

0. 645

(0. 006)

(99. 6)

の 数
計

1测
に
お 式
V、

>1

は II

k
\

l0g/?L Tl R

•1.644 -0.0055 0.9975

(b— 3)式 K ^ ^ I O ^ X ^ k

log 凡- Tk R  d/.

1.084 - 3. 139 -0.0393 0.9916 50
(0. 019) (0.165) (0‘ 0092) ----

(54.21) (18. 98) (4. 25) —

⑷

代
替
的
ダ
グ
ラ
ス
型
面

の
結
果
、
観
測
さ
れ
る
带
突
を 

要
約
す
れ
ば
次
の 

よ
ぅ
で
あ 

る
。 I

つ
い
て
だ
け
簡
単
に
上
の 

に
ま
.と
め
て
お
い
た
。

2

あ
る
。
計
測
結
果
は
別
掲
第
二 

表
に
掲
げ
て
あ
る
が
、
説
明
の 

た
め
、
例
と
し
て
製
紙
産
業
に

対
象
産
業
は
前
記
九
産
業
で

(

T

3) 六

四(

九
七
四)

.3) 

x

=cr
*
1
9亡 

j
l
=
?
1
?
x
q
l

 

i
k
h
^
i
o
s
x
j



1.1451 0.9582
(0.9574)

1 .1588 0.9648
(0.9641)

log 6 k + j R

表 3 . 昭和 3 6年工業統計表ダグラス型と指数型の比較

D./.

112

111

(a—1) X = iL iK-)'

241 洋 紙  

S. D. 
t-Value

242 板 紙  

S. D. 
t-Value

243 和 紙  

S. D.
t-Value

k

1 .0396 
(0 ,0689), 
(15.088)

0 .9195 
(0.0557) 
(16.496)

0 .8939 
(0.0583) 
(15.34)

0 .1055 
(0.0406) 
(2.604)

0 .2393 
(0. 0316) 
(7.5675)

0 .2189 
(0.0292) 
(7.507)

(b—l)

2 4 1 洋 紙

2 4 2 板 紙

243

械機すき和紙

0.7636 
(0.02213) 
(34.496)

0.7114 
(0.02299) 
(30.931)

0 .6082 
(0. 02868) 
(21.207)

logi?L

-1 .0 6 4 9  
(0.1708) 
(4.9774)

一0 .8279 
(0.1708) 
(4.8457)

0. 9557

0 .9461

一 0.1839 0.8346  
(0.1620)
(1.1352)

1.5593  
(0.1373) 

(11.3551)

1.1128 0.8743 
(0.8729) 195

(b—l)

D . / . log /h r D./.

115 1/1779
(0.0636)

.(18.5115)

-1 ,7 6 7 1
(0,5026)
(3.5159)

0.8671 115

114 1 .1563 
(0.06116) 
(18.9035)

-1 ,5 9 3 2  
(0. 3666) 
(4. 3642)

0.8726 114

198 L0086  
(0. 07495) 
(13,4574)

-1 .0 3 1 3 5  
(0.3579) 
(2.8813)

0. 6929 198

六

六(

九
七
六)

よ
う
に
計
測
さ
.れ
る
。

一
方(b—

2
)

式
の
^

れ
の 

値
.は
、
.産
業
間
を
通
じ
て
、
：
比
較
的
安
定
し
、

外
は 

•
〇
.60

〜
1.0

5

の
範
囲
め
は
.
0
. 

9
0
〜
L

 3
0

の
間
に
そ 

の
.大
部
分
^
入

る

.こ
こ
で
も
又
、.(a

丨1)

式
よ
り
は 

(

CT
4
丨1)

式
の
方
が
統
計
的
に
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
推 

論
さ
れ
る
。
.

(

注
1)

こ
の
計
測
は「

わ
が
国
製
造
工
業
に
お
け
る
投
入 

構
造」

E

.

P

.

A
に
お
い
て
、
斎
藤
昌
ニ
风
に
よ
っ
て
な 

さ
れ
た
。

〔

三
• 

3

〕

昭
和
三
六
年
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析 

I―

各̂
事
業
所
毎
の
個
表
べ
.丨
ス
に
よ
る
計
測〔

IV〕

デ
ー
タ
は
昭
和
三
六
年
エ
業
統
計
表
の
各
祺
業
所
毎 

.の
個
表
で
、
産
業
毎
に
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
試 

み

た

。

こ

こ

に

は

紙

産

業

の

う

ち

「

洋

紙」
「

板

紙」
「

機 

械
す
き
和
紙
,-
.
の
三
産
業
だ
け
を
掲
げ
る
。
計
測
式
は

(

1

)
x
=
6
§

.

(b—
l) 

W

H

^

X
ぶ 

結
果
は
上
の
表
3
に
か
か
げ
て
あ
る
。

'

こ
れ
ら
の
結
果
の
比
較
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

x
S

p
'li
汛
il
ハ
に
力
な
り
商
由
度
が
大
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
良
好
な
th
ct
-
を
与
え
て
い
る
。

(a—
1
)

1 1

測
で
は
^+j

>
l
,
(
b
l
1
)

で
は
、沒

<
1
、

S
V
1、
即
ち
収
益
不
変
の
仮
定
は
成
立
し
な
い
。

S
.

た
及
び
i
の
推
定
値
のt

-
V
a
l
u
e

は
何
れ
も
他
、
'
の
推
定
値
のt

,
v
a
l
u
e

よ
り
小
で
あ
る
。

特
に
ゴ
の
推
定
のt

-
v
a
l
g

は
小
さ 

い
。(

各
パ
ラ
メ
タ
の
安
定
性
に
つ
い
て
の
一
様
性)

S

 

(a—
1
)

式
の
代
替
性
に
つ
い
て
は
、
労
働
の
弾
力
性
た
は
1

に
近
く
、
資
本
の
弾
力
性
j
は

0
.
1
〜
0
.
2

程
度
で
非
常
に
小
さ
い
。

^

統
討
的
に
は
、(b—

l
)

は

(a—
1
)

に
劣
ら
ず
良
いf

i
t

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。(

相
関
系
数
の
比
^)

.
V

〔

三• 

4〕

.計
測〔

I〕

、〔

n〕

、〔

m〕

の
綜
合
的
比
較

.

■

.

計
积〔

I〕 

〔

n〕 

〔

m〕

を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
云
え
る
だ
ろ
う
。

(a—
.l)

式
、(b—

l
)

式
両
推
計
に
対
し
、
.

ぃ
両
函
数
の
近
似
度
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
労
働
投
入
函
数L=J3LXRL

の
近
似
度
は
屢
々

><
立

ち̂

の 

近
似
度
に
匹
敵
す
る
場
合
が
多
い
。(

重
相
関
係
数
の
比
較)

(b
)

(a—
1
)

式
の
計
測
で
は
、
J
の
推
定
値
は
ん
の
推
定
値
に
比
べ
て
、'
よ
り
不
安
定
.で
あ
る
。

r

v

^

g

)

一
方(

び
丨|—
>)

式

の

計

測

で

は
、

外
の
推
定
値
と
共
に
め
の
推
定
値
も
同
程
度
に
安
定
す
る
場
合
が
多
い
。
又
、
ん
、
ゴ
よ
り
も
处
、《

の
方
が
安
定
性
を
示
す
。

(

各
パ
ラ
メ
タ
の
安
定
性
に
関
す
る
一
.様
性)

S

 

(
a
l
l
)

式
の
各
パ
ラ
メ
タ
は
時
系
列
に
対
し
、
き
わ「

め
て
不
安
定
で
あ
る
に
反
し
、
.

(
b
l
l
)

式
で
は
、
非
常
に
安
定
し
て
い
る
。
 

(

時
系
列
の
安
定
性)

'■
:
:

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

六

ヒ(

i
l
l
J



六

八(

九
七
八)

⑷

さ
ら
に
、

式
は
、
多
く
の
産
業
部
門
に
つ
い
て
例
外
な
く

良
好
に
洼
す
る
。

さ
て
以
上
は
統
計
的
安
定
性(

有
意
的)

に
関
す
る
比
較
の
検
定
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
推
定
さ
れ
だ
.パ
ラ
メ
タ
の
値
の
経
済
学
的
な
意
味 

に
.つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
ょ
う
。

(e
)

種
々
の
産
業
部
門
、
又
は
'種
々
の
商
品(

後
節
で
計
測)

に
、

(
a
l
l
y

式
、
ダ
グ
ラ
ス
型
、
.又
は
C 

• E • 

S
型

(

別
表
第
四
表
参
照)

を 

£
t

す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
こ
の
例
の
ょ
う
に
、
労
働
の
分
配
係
数
た(

又
は
C
.
E 

•
さ
型
に
ぉ
い
て
は
夺)

の
値
が
、

非
常
に
大
き
く
計
測 

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
時
に
は
々
▽
>—
»
の
場
合
す
ら
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
一
般
に
装
置
工
業
的
な
、
化
学
、
石
油
石
炭
製
品
、
セ
メ
ン 

ト
、
洋
紙
、
非
鉄
金
属
等
に
ん
が
大
き
く
推
定
さ
れ
る
.こ
と
を
知
る(

別
表
第
三
表
参
照)

。
実
際
か
か
る
産
業
で
、

代
替
的
生
産
函
数
を
想 

定
し
資
本
投
入
を
一
定
に
し
て
お
い
て
、

労
働
の
み
を
二
倍
に
す
る
と
き
、
産
出
量
が
二
倍
あ
る
い
は
.、

そ
れ
以
上
に
増
大
し
、

一
方
、
 

労
働
を
一
定
に
し
て
お
い
て
資
本
を
.ニ
倍
に
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
産
出
量(

生
産
能
力)

が
僅
か
に
121
0〜

ぇ21
0

倍
程
度
し
か
増
大
し
な
い 

と
い
う
こ
と
は
、
実
状
に
照
ら
し
て
奇
妙
な
結
果
で
あ
る
と
云
え
る(

資
本
労
働
の
代
替
の
程
度
が
余
り
に
大
き
す
ぎ
る)

。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
 

C
a
p
i
t
a
l
-
H
o
m
o
g
e
n
e
o
u
s

な
資
本
投
入
の
前
提
の
下
に
代
替
的
に
構
成
さ
れ
た
生
産
函
数
の
性
質
に
基
づ
く
解
釈
で
あ
っ
て
、
こ
の
解
釈
を 

回
避
す
る
た
め
に
は
、C

a
p
i
t
a
l
-
H
e
t
e
r
o
g
e
n
e
o
u
s

な
生
産
函
数
を
再
構
成
し
な
け
れ
ば
；な
ら
ぬ
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

(f
)

レ
オ
ン
テ
ィ
ェ
フ
の
投
入
係
数
は
、
か
か
るL

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
r

な
生
産
函
数(

b
l
l
)

式
に
お
い
て
、
参=

ミ=
1

の
場
合
で
あ
る
。
規
模 

又
は
事
業
所
べ
ー
ス
の
こ
れ
ら
の
計
測
で
見
る
限
り
、
少
く
と
も
あ
る
産
業
、
あ
る
い
は
事
業
所
群
で
は
固
定
投
入
係
数
の
仮
定
に
反
し
、
 

規
模
の
影
響
を
受
け
て
変
動
す
る

と

予
想
さ
れ
る
。
し
•が
し
レ
オ
ン
：テ
ィ
ェ
フ
投
入
係
数
の
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
商
品
べ
ー
ス
の
計
測

■〔

IV〜

VI〕

が
な
さ
れ
る
ま
で
結
論
を
出
す
こ

と

は

で
き
な
い
。

®

 

(
a
l
l
)

式
の
推
定
で
は
多
く
の
場
合
、
ゎ
+
i
v
lが
見
ら
れ
た
が
、
と

く
に(

b
l
l
)

の
計
測
で
は
、
各
要
素
毎
に
規
模
の
経
済
性
が 

異
っ
た
方
向
に
働
く
こ
と
が
計
測
さ
れ
た
。
通
常
規
模
の
経
済
性
は
単
位
費
用
が
規
模
の
増
大
と
共
に
変
化
す
る
と
定
義
さ
れ
る
。

■
 

(
s
i
l
verston〔

35〕
)

単
位
費
用
は
、
生
產
要
素
を
匕
.
K 

• 

Mと
し
、
.0>丨

2
)

型
の
投
入
函
数
を
想
定
す
る
と
、

U
n
i
t

 c
o
s
t
=
l
{
W
L
+
y
K
+
P
M
.
M
l
=
w
-
^
^
-
+
r
^
^
-
+
p
m
^
2
-

と
定
義
さ
れ
る
故
、
次
の
よ
う
に
推
論
さ
れ
る
。
 

.

(b—
l
)

式
で
、
ミ <

1

の場合ば労働原単位係数が、

X
の
増
大
と
共
に
減
少
す
る
こ
と
、
芝
V

I
は
、

同
時
に
資
本
の
原
#

-
 

'

位
係
数
が
規
模
と
共
に
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(

後
節
で
見
ら
れ
る
よ
う
に^

においてであった。すな
わち多
 

く
の
場
合
、
原
材
料
に
関
し
て
は
収
益
不
変
。

)

か
な
り
の
部
門
に
つ
い
て
、芝

<
1
,

さ>
1

と

い

う

計
測
結
果
を
得
た
こ
と
は
、

そ
こ
で
は
規
模
の
経
済
性
が
、

各
要
素
毎
に
異
っ
.た
方
向 

に
働

く

こ

と

を

示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
規
模
の
経
済
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
毎
に
分
解
し
て
は
か
ら
れ
る
こ
と
が
正
確
で
あ
り
、
か
つ
そ 

の
方
向
と
大
き
さ
の
組
合
わ
せ
、
及
び
各
要
素
価
格
の
相
対
比
に
よ
っ
て
、U

n
i
t

 

Cost 

T
e
r
m

に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
が
規
定
さ
る
べ
き
で

あ

ろ

う

。
 

.

.

.

.

.
 

r

か

く

し

て

、

わ
れ
わ
れ
は
、Ca

p
i
t
a
l
-
H
o
m
o
g
e
n
e
o
u
s
.

の
前
提
の
下
に
構
成
さ
れ
た
代
替
的
生
産
函
数
よ
り
は
、
後
に
の
べ
る
よ
う
にCapital

丨 

H
e
t
e
r
o
g
e
n
e
o
u
s

な
性
質
を
含
むL

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数
の
設
定
の
方
が
よ
り
統
計
的
に
安
定
し
て
い
る
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ 

ろ
う
。

第

四

節

商

品

べ
I

ス
生
産
函
数
の
計
測 

〔

四
.

1〕

商
品
べ
ー
ス
生
産
函
数
の
意
味
と
計
測
式

デ
ー
タ
が
事
業
所
べ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
、
か
.つ
そ
れ
ら
事
業
所
が
一
般
に
.一
一
種
類
以
上
の
商
品
を
生
産
し
て
い
る
と
き

(
p
r
o
d
l
-
m
i
x
)

に
は
、
 

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
シ
テ
ィ
ヱ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

六
九

(

九
七
九)



七
〇

(

九
八
〇)

g

 

^

計
沏
さ
れ
た
生
産
震
は
、
'

事
業
所
.

■

も
の
に
関
す
る
生
産
効
率
を
は
か
る
.
こ

と'
に

な

る

.。

従
っ 

^1

似
»2

歡 

'て
事
業
所
毎
に
商
ロ 
W

構
成
力.
異
な
れ
ば
、
計
測
さ
れ
た
。ハ
ラ
メ
.

タ
も
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
 

商

维

商
;1
|

X

 

l
rl

抑〔

I〕

丨〔

.I
n〕

で
は
、

(
b
—
2
)

 

y
i
"
!
3
^
J

•

が
ど
の
産
業
に
も
、
又
、
時
系
列
で
も
良
好
な
或
を
与
え
た
。
し
か
し
事
業
所
べ
丨
ス
の
投
入
函 

数
が
、
商
品
べ
丨
ス
の
商
品
混
合
に
関
す
る
合
成
物
で
あ
る
限
り
、
上
の
'図
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
結 

果

が

(
b

丨2
)

式
の
形
に
な0

て
計
測
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

W

各
商
品
べ
丨
ス
で
は
固
定
投
入
係
数(

(
c
)

1

ぞ(
X
)

が
支
配
的
で
あ
る
。
に
も
か
か
っ 

.

ら
ず
、.
事
業
所
べ
ー
ス
で
は
、
 

•

㈣

大
規
模
事
業
所
程
、
商
品
混
合
に
お
い
て
、
生
産
性
の
高
い
商
品
を
多
く
生
産
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
図
圣
お
.

い
て
、
商
品
1

と
商
品
I

生
産
し
て
い
る
事
業
所
群
を
考
え
る
。
商
品
2

の
方
が
労
働
投
入
係
数
は
小
さ
い
と
せ
よ
。
今
、
大
事
業
所
群
は
、
相
対
的
に
商
品
⑵
を
多
く
生
産

し

d

事
業
所
群
で
は
相
対
的
に
商
品
⑴
を
多
く
生
産
し
て
い
る
よ
う
な
湯
合
、
囊

所

べ
丨
ス 

の
見
か
け
上
の
投
入
函
数
は
、
O

B

C

A

曲
線
で
観
測
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

：

， 

J

そ
こ
で
こ
の
可
能
性
の
有
無
を
し
ら
べ
る
た
め
に
は
、
靡

べ

I

X

の
デ
I
タ
I

に
I

商
品
べ
I

ス
に
ま
で
分
解
し
な
け
れ
ば
k 

ら
な
V

。
こ
の
節
で
は
商
品
べ
丨
ス
の
投
入
函
数
が
、
次
の
三
つ
の
疆
の
何
れ
に
よ
っ
て
、
良
好
に
計
測
さ
れ
る
か
を
検
定
す
る
。

t

(

ご

y
i

"
a

^

.

レ
オ
ン
テ
ィ
■エ
フ
型

ヲ

⑵
今

労
働
投
入

(
b
—
l
)

yi“

P
X
J 

指

数

型
 

(
b
—
2
)

 

s

h

b

x

+

a

.線

型

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
及
び
時
系
列
併
用
の
場
合
に
は 

(

T

3) 

2/i=y5ilo^XRi

(
b
—
4

)

ぞ
"

B

x

+

S

+
}?
>

何

れ

も
 

2
,

 

-

-, 

n

〔

四
.

2〕

商
品
べー

ス
生
産
函
数
計
測
上
の
障
害

商
品
べ
ー
ス
生
産
函
数
計
測
上
の
最4

<

の
障
害
は
、
商
品
べ
ー
ス
の
産
出
と
投
入
に
_

す
る
経
済
資
料
の
不
完
全
性
、
と
く
に
品
目
別
に
構
成 

さ
れ
た
各
投
入
量
に
関
す
る
資
料
が
殆
ん
ど
皆
無
の
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
わ
れ
わ
れ
は
、
不
完
全
な
が
ら
二
種
類
の
資
料
を
利
用 

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
つ
は
、

一
九
六
三
年
工
業
統
計
表
の
事
業
所
別
個
表
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
、
品
目
別
産
出
量
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
を
利
用
し
て
、
各
事
業
所
内
に
お
け
る
総
投
入
量
を
、
M

計
的
手
続
に
よ
っ
て
、.
製
品
毎
の
投
入
量
に
振
り
分
け
る
と
い
ぅ
方
法
が
試
み
ら 

れ
た
。
他
の
も
ぅ
一
つ
の
資
料
は
昭
和
三
〇
年〜

三
九
年
に
わ
た
る
労
働
生
産
性
調
査
の
個
表
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
よ
く
定
義
さ
れ
た
商
品
侮 

に
、
産
出
量

(

物
量)

と
労
働
投
入
量
を
記
載
し
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
直
接
に
こ
れ
を
用
い
て
、

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
と
時
系
列
の
両
者
に 

対
す
る
.
労
働
投
入
函
数
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
只
、
後
者
の
資
料
に
は
他
の
投
入
量(

資
本
、
原
材
料)

に
関
す
る
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
て 

ぃ
な
ぃ
。
 

.

〔

四
• 

3

_

〕

工
業
統
計
表
個
票
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
資
料
の
性
格

次
の
計
測
.

〔

叹〕

と
訐
测〔

V〕

に
用
い
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、
昭
和
三
六
年
ェ
業
統
計
票
の
個
表
...で
、
紙
及
び
鉄
鋼
産
業
に
属
す
る
、
約
ニ
、
五
〇 

規
模
の
経
i

と
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
数
の
変
化 
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表 4， 変数の記号とData

j 事業所で生産されたi 商品の産出水準（举位千円） . 
j 功:業所の総産出量（実際には出荷高） 

j 斯業所で《商品生産めために投入さ;Kた労働带（1|1位人）
(実際にはこのデータは得られない） 

j •業所の総労働者数

J で t•商品生産のために用いられている機械設備_定資産額（準位千円）
(実際にはこのデ-タは得られない） ， v f - u r r j ;

j 功:業所の機械設備，年初現在高（iji位千円）

:?•事業所で i 商品生産のために用いられた原材料投入額 

(実際にはこのデータは得られない；） 

j 事業所の総|C材料使用額（単位千円）

0

.フ 
/
.J 

J
 

/

/

X

X
L,
-

L-
,
K,
-

K

iM,
-

Mi
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一(
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〇
囊
所
の
個
別
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
紙
の
商
品
六
析
分
類
で
約
四
〇
音

、
鉄
の
約
一
一
5

品 

目
を
生
産
し
て
い
る(

§ °
そ
こ
に
得
ら
れ
る
デ
丨
タ
と
、
計
測
式
に
表
わ
れ
る
変
数
と
の
対
応
関
係 

は
上
表
の
通
り
で
あ
る
。

.

こ
の
表
で
、
ん
は
デ
~
タ
と
し
て
得
ら
れ
る
が
、

w
 

w、
K,
/
の
デ—

タ
は
実
際
に
は
得
ら
れ 

な
I

し
か
し
次
の
定
義
恒
等
式
が
各
事
業
所
毎

に

成

立

つ

。

r
&
r
,

CS
.
H
1 

' 

:
:

§

K,:/

こ
こ
に
§

は
i
事
業
所
の
生
産
品
目
数
を
表
わ
す
。

(

注)
理
論
的
に
は
生
窶
模
は
各
プ
ラ
ン
ト
、又
对
各
事
業
所
の
生
産
能
力
がと
ら
れ
な
け
れ

'

f

ら
な 

V

現
実
の
経
済
テ
丨
タ
と
し
て
生

蠢

力
に
対
応
す
る
も
の
が
得
ら
れ
な
い
。そ
こ

で

わ

^
わ

H

 

産
出
水
準
ぎ
を
も
つ

て
理
論
の
要
請
す
る
生
蠢
力
、
変
数
に
代
え
ざ
るを
得
な
か
つ
た
。

し
か

*

;

こ 

のb
i
a
s

は
.そ
れ
程
大
き
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

〔

四
• 

A
 

•
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
安
定
性
に
関
す
る
検
定
、
計
測〔

IV〕(

C
式
の
検
定)

八I -

商
品
に
つ
し
て
、
固
定
投
入
係
数
の
安
定
性
は
統
計
的
に
は
次
の
実
験
式
に
よ
つ
て
検
証 

さ
れ
う
る
。

(4丨
1

)
L

n
x

%
u

,

 

'

(4 
丨2) 

M
~
/
=
<
a
^
£

><
+
v
i

甲

3) 

K

d

K
く

亲

こ
こ
に
a-
、
V,
、
W
は

B
a
n
d
o
m

 

V
a
r
i
a
b
l
e

で
平
均
〇
、
分
散
一
定
で
あ
る
と
す
る
。

も

し

一
事
業
所
が
一
商
品
の
み
を
生
産
し
て
い
る
な
ら
ば
、
事
業
所
べ
ー
ス
.の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
直
接(4 丨

1
)
(4—

2) 

(
4
1
3
)

式
か
ら 

そ
の
商
品
の
生
産
函
数
を
測
定
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
扱
っ
た
殆
ど
の
事
業
所
は
一
一
商
品
以
上
の
多
数
商
品
を
生
産
し
て
い
る
の
が 

普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
に
は
事
業
所
別
に
、
商
品
毎
の
投
入
量
^ /
、
.
¥ 

Wの
デ
ー
タ
が
な
い
と
i—

e—

^—

co)

式
を
直
接
計
測
で
き 

な
い
。
 

.

そ
こ
で
、
全
商
品
を
幾
つ
か
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
そ
の
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
あ
ら
か
じ
め
幾
つ
か
の
商
品
群3

=
1
,
2
,
…

…
,

色
を
指
定
し
、
 

そ
の
ぅ
ち
の
何
れ
か
一
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
商
品
を
生
産
し
て
い
る
事
業
所
群
を
選
定
し
た
。

次
に
、(4

丨1)

丨(4—
3
)

式
を
I
の
如
く
変
形
す
る
。

r
n
-M
r

.、h

-m
^X

。
+

-M
.?

(
I )

、
 

M

l

M

M
.
/
=
i
3

 
各 X

.
,
+
f
； V
.

.w=

-M
w
/ 

=-M
^X

。

+
-MW

i

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
任
意
の
事
業
者
は
、
指
定
さ
れ
た
商
品
の
何
れ
か
を
生
産
し
て
い
る
。
従
っ
て
1)
式
に
ぉ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て

/ 

(

の
変
数
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
I)
を
用
い
各
商
品
グ
ル
I
プ
毎
に
単
，一
商
品
の
投
入
係
数
を
統
計
的
に
決
定
す
る
こ
と

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィH

フ
投
入
係
敎
の
変
化 

七

三(

九
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三)



表 5 . ュ1 ) 式の常数项の有意度検矩( )の中はレ

+ 39 ,006  
+ 6,221 

+  509
+  7,017  
+ 11，222

+  19,131 
— 1,179  
- 7,303

+  682 
+509  
+  172 
+349  
+384

— 6 7 ,468 
- 4 9 ,  208 
+  3,049  
+  599
+  3,167

一110 (0.32)
+713 (10.09)
+458 (24.95)

" k
24
1

24
2

24
3

24
4

24
5

34
2

34
3

34
4

紙

鉄 鋼
— 1,614 (0.04) 
+  2,977 (0.62) 
~  3,637 (7.29)

35
)

27
)

06
)

59
)

72
)
 

(0
.

(0
.

(0
.

(0
.

(3
.

(0 .35〕 
(0.79) 
(4.82)

15
)

20
)

96
)

17
)

23
)
 

(1
(2
(1
.

(3
.

13
.

38
)

89
)

60
)

10
)

11
)
 

(0
(0
.

(0
.

(0
.

(3
.

七

四

(

九
八
四)

が
で
■
き
る
。

実
際
の
計
測
式
で
は
、
⑴
の
各
式
に
各
常
数
■項
0

を
付
与
し
た
次
の
1)

式
を
用
、
こ
。

| 

. 

3 

■

(
-
 

1

/

i

r
ll

l w
^

^
、+
^
+
u
. 

W
h
e
r
eU

=

M

I

 ̂

"

v

h

m

v,,
 

f

M

w

,

さ

«

=
;

m
^-
><
v
+
/
?k+
w

\

成
、
%

念
導
入
に
経
済
的
意
味
.
は
な
い
。
し
か
し
も
し
、
凡
、
ル
、
念

ど

れ

か
が
、
有
意
に
零
と 

興
る
な
ら
ば
、
各
投
入
係
数
の
規
模
に
対
す
る
一
定
性(

収
益
不
変)

の
仮
定
は
、
統
計
的
に
棄

却

さ

れ

る

G

の
<

1

結
果
の
詳
細
は
別
掲
第
五
表
に
載
せ
て
あ
る
。
常
敦
項
は
表
，

.
o

に
ま
と
め
ら
れ
.

て
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
結
果
は
次
の
よ
ぅ
に
.

ま
と
め
.

る
こ
と
が
で
き
る
。

W

す
べ
て
の
計
測
ヶ
丨
ス
は
ー
様
に
良
好
な
統
計
的S

t

を
示
し
た
。
す
む
わ
ち
、
A

f
 

t
e
d
M
u
l
-

 

t
i
p
l
e
e
l
l
l
n
e
l
e
i
e
n
t

は
す
べ
て
の
ヶ
I

K

で
、
労
働
及
び
原
材
料
投
入
函
，

関
し
〇

•

 

ブ
〇
以
上
資
本
の
投
入
靈
に
つ
い
て
も
9

七
九
以
上
を
示
し
た
。
自
由
度
が
非

常

に

大

き

い

 

の
で
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
満
足
す
べ
き
良
好
な
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

<
3

各
ハ
ラ
メ
タ
の
標
準
誤
差
は
か
な
り
小
で
あ
る
。

W

常
数
項
に
関
し
て
は
、
上
の
表
5

の
通
り
で
あ
っ
た
。

大
部
分
の
計
測
ヶ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
有
意
に
^〉

0
、
で
あ
る
と
云
え
る
。

一
方
、
大
部
分
に
つ
い
てを

=
0
、

の
仮
説
は
棄
却
で
き
な
い
。
 

,
.

.
3

そ
こ
で
次
の
ょ
ぅ
に
結
論
す
る
。
少
く
と
も
労
働
投
入
襲
に
関
し
て
は
、.
収
益
不
変
の
仮

定

は

成
立
し
な

い

。

原
材
料
投
入
震
に
つ

し

て

は

爾
後
固
定
投
入
係
数
の
仮
定 

<：

収
益
不
S

が
成
立
つ
も
の
と
す
る
。
資
本
投
入
函
数
に
つ
い
て
は
次
の
計
測〔
V〕

で
改
め
て 

検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
ぅ
0 

,

〔

四
.
5〕

.
商
品
べ
ー
ス
線
型
投
入
函
数
の
計
測

さ
て
各
商
品
海
に
、
労
働
及
び
資
本
の
投
入
函
数
が
、
.次

の(b—
2
)

式
で
近
似
さ
れ
る
も
'の
と
し
ょ
ぅ
。

.

r

、=

^

x

&

+

^

+

^

•

(
b
l
l
)

w

/

=

^

x

ご•
+

^

+
<i

削
測
V

〕

と
同
様
の
手
続
を
行
っ
て
、(

T

2)

の
各
式
を
、
商
品
の
数
に
関
し
て
合
計
す
る
。
.

r

=
'M
>

i

N

v

+

M

^

^

+

u

n 

n

s

)

«

=

M

^ .
X

 
な
.
+

M

^ .
I ^

+

V

こ
こ
に
2.
は
、
ダ
.ミー

変
数
で
あ
り
、
ゴ
,
業
所
に
対
し 

1^
=
1
 

if 

^
•
=
0

 

otherwise

と
す
る
こ
の
ダ
''、丨
変
数
の
導
入
は
先
の
温
^

に
お
け
る
け
式
の
常
数
項
卢
を
、
各
商
品
海
の
投
入
函
数
が
に
分
解
す
る
た
め
に
導
入 

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

七
：し

(

九
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五
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+ 0 total

+ 4 10 6 20

0 1 5 3 9

- 0 3 2 5

total 5 18 11 34

表 6 

Paper Industry

"L \ + 0 一 total

+ 7 12 2 21

0 1 7 6 14

- 1 1 2 4

total
9 1

20 10 39

Iron & Steel Industr.”

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

_ 

七

六(
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力
く
て
わ
れ
わ
れ
は
⑴
を
ク
ル
-
フ
分
け
さ
れ
た
計
測
式
で
&

す
る
こ
と
に
よ
り
、
.各
商
品
毎
の
•政
、
成

、
.略
：
ぬ
の
値
を
知
る
こ
ふ 

が
で
き
る
。
こ

れ

ら

の

結

果

屢

第

I

の
せ
I

い
る
。
そ
れ
ら
の
結
果
は
次
の
よ
i

約
I

I

ぅ
。

.

ぃ
す
べ
て
の

計

測

窶

は
、

先
の
.計
測
2

の
(1
)
式
の
計
測
よ
り
は
統
計
的
に
良
好
な
窶
を
与
ぇ
た
。
S

整
さ
れ
た
疆
関
係
数
が
⑴
の
場

W

限
界
投
入
係
5

、
•念

推
定
値
が
、
(1
)

1
合
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
0

1

1

2女
定
性
を
示
す)

〜

y

 

y

 

j

 

I

3
1
1
1

さ
れ
た
商
ロ 
n群
につ

..> 
て

择

と

^

の
と
っ
た
符
号
の
組
合
せ
が
次
の
表
に
記
さ
れ
て
い
る
。

1

21
14
4

39
l
ta
l

o
 

9 

5 

4
こ
の
表
か
ら
計
測
さ
れ
る
全
商
品
に
つ
い
て

-
-
-
-̂-
-

-

-

-Lr

_

_

_

_

_

_̂
1

1
 

W
そ
の
七
〇
％
の

商

品

で

は

鉍

扑

。

y

1

2

6
 

2 

wst
r

:-■ 

6 

3 

2 

U

そ
の
四
八
％
の

商

品

で

は

で

あ

っ

た

。

。

du
s
t一
 

 ̂

|

 

I

-
-
全
体
の
九
〇
％
の

商

品

で

は

益

。

In
l

o
12
7

1

20
.el
o

LO
. 

5

3

8
 

双

er
一_

_

_

_一
 

.

st
e

_

_

_

_J
1 

全
体
の
七
〇
％
の
商
品
で
は
取
趴
0

で
あ
っ
た
。

P 

+ 

7

1
 

1

9
 

 ̂

+ 

4

1

0

5

つ
ま
り
労
働
投
入
匿
に
関
し
て
は
、
規
模
の
経
済
性
、
資
本
投
入
證
に
関

^

-

-

-

-

-

-

-
. 

―

n

_

_

_

_

_

_し
て
は
、
規
模
の
非
経
済
性
の
傾
向
が
支
配
的
に
働
く
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

> ^1 

+

 

一
。I

-

to
t

a

l

。

-

ot
a

l

⑷

表
の
組
合
ゎ
せ
を
見
S

、
規
模
の
増
大
の
影
響
が
各
投
入
に
関
し
て
異 

-

.

 ̂

 ̂

 ̂―

-̂

-

-

-

-

-
-
つ
た
方
向
に
働
く
場
合
の
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
、，る
。

(f
)

あ
る
商
品
群
に
つ
い
て
はy3【

=
0

が
、

/
 ̂

=

 0

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
品
群
に
つ
い
て
は
、
収
益
不
変
つ
ま
り
レ
オ
ン
テ
ィ
ェ
フ
投
入 

係
数
が
ょ
い
近
似
を
与
ぇ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

第

五

節

商

品

べ

I

ス
物
量
タ
ー
ム
の
デ
ー
タ
に
ょ
る
労
働
投
入
函
数
の
統
計
的
決
定

〔

五•

1〕

ノ
計
測〔

VI〕

商
品
べ
ー
ス
投
入
函
数
の
.統
計
的
決
定
に
関
し
て
、
労
働
生
産
性
調
査
は
、
次
の
諸
点
に
関
し
、
最
適
な
性
格
を
備 

え
て
い
る
。

S

ょ
く
定
義
さ
れ
た
商
品
分
類
-の
下
に
、
各
商
品
毎
の
産
出
丨
投
入
に
関
す
る
調
查
が
な
さ
れ
て
い
る
。

®

年
間
産
出
量
水
準
は
物
量(ton)、

労
働
量
は
そ
の
商
品
生
産
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
直
接
エ
年
間
労
働
時
間
を
事
業
所
別
に
調
査
し
て 

ぃ
る
。

㈧

同
一
商
品
に
つ
い
て
、
約
一
〇
年
間
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。

'
従
っ
て
、
製
品
価
格
の
時
系
列
変
動
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
純
粋
に
投
入
函
数
を
測
定
で
き
る
。
こ
の
デ
ー
タ
の
短
所
は
、
資
本
及
び
原
材
料 

投
入
に
関
す
る
資
料
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
労
働
投
入
函
数
し
か
測
定
で
き
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
先
ず
紙
産
業
の
上
質
紙
板
紙
，板
械
す
き
和
紙
の
三
商
品
に
つ
い
て
次
の
式
を
副
測
し
た
。
昭
和
三
0
^
—

三

九

年

の

各
 

年
に
対
し
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
デ

I
タ
で

(b—
l) 

l
=
>

x
r
l

 

(b
—
2) 

L
=
g
x
+
^

を

择

す
る
。

次
に
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン

時
系
列
を
フー

ル
し
'て
、
 

,

規
模
•の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
ェ
フ
投
入
係
数
の
変
化 

七

七

.

(

九
'
h
ノ



(イ） クロスセクショ ン と 時系列をプ ー ル  —

計 測 式 L ニ汍10化 X〜 ， ふ/ .  =394, R =  0.946 
logL = 2. 373+0. 779 lo g X —0. 0192f 

(60. 53) (72.36)
( ) の中は t-Value 

(ロ） 各年クロスセクションの結母

時間(昭和)| 30年 | 31年 32年 一 33年 

6； 353, 7 ,299 6,824

(6.05)

計測式

«L 22.72 22.14

(0  Value (24. 03)

(h

(t) Value (4. 24) j (4.28) 

| R (重相関） 0.970彳 0.9572

(20 .12)(19 .14)  

3 4 ,3 0 , 44, 734 44,662 36,270

(3. 76) (2. 63) 

0. 9587 0. 9203

34年 35年 | 36年 I 37年 38年 39年-
8,798 8,468 9 ,734J 11,571

----------- 1-----------
16 .58| 16.15

13,044 13,026
2 0 .77 22. 54 14.41 12.03

(23. 09)(14 .28)
■-----：— *]•—ニ. ____ .

(16. 00) (20. 06) (13. 20) (14. 28)丨
39, 015| 35,186 47,577 62,405 63,115 68 ,063丨
(2. 67)1

----- --一
(1.78) (2.97) (4. 36) (3. 08) (4.32)

0. 9628丨
- - - . . J ,

0.9052丨0 .9238丨
___i 1 0. 9602 0. 9169 0. 9253J

七

八(

九
八
八)

(
b
l3)

.(

b—

今

を
当
て
は
め
た
。

.

編
凝
果
は
、(

b
l
3
)

式
が
非
常
に
良
好
な
当
て
は
f

を
示
し
た
。

計
J
 

果
は
別
表
第
七
表
に
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
上
質
紙
だ
け
に
つ
い
て
そ
の 

値
を
比
較
し
易
い
形
に
ま
と
め
て
お

く

'0(

表
7〉

■

W
測
の
結
果
は
次
の
ょ
ぅ
■

約
で
I

で
あ
ろ
ぅ
。

^

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
で
も
時
系
列
分
析
に
対
し
て
も
、
商
品
べ

I

ス
役 

入
函
数
は
、

甲

3) 

L
l

a
o

l
L

.

の
形
が
き
わ
め
て
良
好
に
S

し
統
計
的
に
安
定
し
て
い
る
。

(

各
パ
ラ
メ
タ
の 

t
-V
a
l
u
e

は
非
常
に
高
，い)

W

こ
れ
ら
の
商
品
で
は
、
穴

久

1
、

従
っ
て
、
明
確
に
規
模
の
増
大
は
単
位 

当
り
労
働
投
入
時
間
を
減
少
さ
せ
る
。(

規
模
の
経
済
性
の
確
認)

，

y
は
労
働
投
入
に
関
す
る
技
術
進
歩
率
で
、
上
質
紙
で
は
、
年
間
約
一
•
九 

%
、
板
紙
で
年
間
約1

1

.
九
％
、
機
械
す
き
和
紙
で
璧

• 
一
一％
を
示
し
て
い

(d
)

各
時
点
毎
の
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

(

I

)

式

s

i)
(

1

列とクロスセク 

ンをフ一ルした 

の投入函数 

S l  1 0 y, t X れ

の場合を図示

せシ

式

.

(

線
型)

の
何
れ
も
が
良
好
な
或
を
示
す
0
し

か

し

、
.

各

時

点

毎

で

は

 ̂

型
の
方
が
良
好
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
は
計
測〔

汉〕

、〔

V〕

の
検 

.
定
方
法(

線
型
函
数
のSt)

に
一
つ
の
妥
当
性
を
与
え
る
。

S

線

型

函

数

に
お
い
て
、
時
間
と
共
に
、

S

 

‘
は
明
瞭
に
減
少 

㈣

凡
は
明
確
に
上
昇
、

い

そ
の
間
平
均
産
出
規
模
^
は
約
ニ 

. 
二
倍
上
昇 

㈡

投
入
労
働
時
間
は
、
約 

一
•
三
倍
の
上
昇
と
い
う
現
象
が
見
出
さ
れ
た
。
 

こ
の
間
の
^
情
は
上
の
図
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る(

図
3)

。

第

六

節

結

語
 

〔

六
• •

1

〕
L
i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数

第
一
一
節
か
ら
第
五
節
ま
で
の
計
測
で
、
わ
れ
わ
れ
が
確
認
し
得
た
こ
と
は
次
の
よ 

う
に
要
約
さ
れ
る
。
•

 ̂

f

ベ
I

ス■で
は
、
商
品
の
投
入—

産
出
の
構
造
は
次
の
指
数
型L

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
式
で
最
も
安
定
的
に
近
似
し
得
る
こ
と
を
知
っ
た
。

甲

一)

1

分
1

S

X

J

贫
ン
萬

A
l
:
X
;

许

馨

露

n
;

 

I

綠

馨

..

又
は
労
働
、
原
材
料
、
資
本
投
入
の
形
で
は
、

L

 =
^
.

 

2
0
7
V 

i
x

规
投
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
の
変
化 
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(

し
飞
L)



我
feS

八
〇

(

九
九
〇)

.(6—
2) 

104M‘
x
a
M

 

W
=
/
?
K
.

 104E 
a
x
r
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こ
こ
に
沒
M

.l
l

-

1

?
公L
li
A

l

y

, 

Q

K
l̂
l

ガ
各̂

門
に
わ
た
り
支
配
的
で
あ
る
■

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

.

即
ち
、
あ
る
商
品
群
で
は
、
規
模
の
経
済
性
又
は
規
模
の
非
経
済
性
が
、
各
生
産
要
素
毎
に
異
っ
た
方
向
に
働
く
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と 

が
わ
か
っ
た
。

(b
)

一
般
に
は
、
マ
ク
ロ
ア
グ
リ
ゲ
ィ
ト
の
段
階
で
は
、
伝
統
的
な
集
計
的
代
替
的
生
産
函
数(

ダ
グ
ラ
ス
型
や
、
c

i

.

s型)

が
妥
当
す 

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
計
測〔

I〕
〜
〔

In〕

に
よ
れ
ば
、
産
業
小
分
類
の
段
階
に
お

いH

も
な
お
、
先
の
商
品
べ
ー
ス
の
投
入
函
数
を 

莲
礎
に
す
るLi

m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数
が
、
伝
統
的
な
同
次
函
数
よ
り
も
良
好
に
：

S
t

ず
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
産
業
は
も
と
も
と
同
一 

(

類
似)

商
品
の
生
産
主
体
の
集
合
と
定
義
さ
れ
て
い
る

が

、

そ
の
程
度
は
産
業
小
分
類
位
ま
で
あ
る
と
投
入
丨

産
出
の
構
造
的
視
点
か
ら
推
論
さ 

れ
る
。

W

も

し(
6
1
2
)

式
に
お
い
て
、
沒

-H
-
l
,
§朴
1
な
る
場
合
に
は
労
働
と
資
本
の
代
替
は
ど
の
よ
う
に
生
起
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

産
出
規 

模
X
を
一
定
と
す
る
限
り
、
各
投
入
量
は
固
定
技
術
係
数
に
よ
っ
て
、
完
全
補
完
的
に
定
ま
っ
て
い
る
。
規
模
乂
の
変
化
を
通
じ
て
の
み
、
労
働 

と
資
本
の
相
対
投
入
量
が
変
化
す
る
。
も
し
ミ <

1
,

S
K
V
1な
ら
ば
、：
規
模
.の
拡
大
を
通
じ
て
、
労
働
か
ら
資
本
へ
の
代
替
が
起
き
る
で
あ
ろ 

う
。
規
模
の
拡
大
は
、
よ
り
労
働
節
約
的
な
、
か
つ
、
よ
り
資
本
使
用
的
な
機
械
へ
の
選
択
の
変
化
を
通
じ
て
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

.
も
し
、
タ=

Q
K
=
a
M
=
l

の
成
立
つ
商
品
群
で
は
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
投
入
係
数
が
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
勿
論
各
投
入
要
素 

間
の
代
替
は
お
き
な
い
。

〔

六• 
2

〕
L
i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数
と
産
業
連
関
分
析
と
の
関
係



第 1 表⑴戦前各年のクロスセク、ンョンによるダグラス型と指数型の比較（昭和5 年〜1 0年)

十 測 〔ト 1〕 （a — 1)式 X - 6 I / K ?  工 場 統 計 表

3 4 鉄 

k
i-Value

3
Value
logi

(-Value
k + j

r

4 5  m

k
Value

i
i-Value 

logb 
t-Value 

k + j  
r

8 2 紡 

k
(-Value

j
i-Value 

logb 
Value 
k + j

物

機

昭和 
5 年

0. 4690 
(1.4098)

0. 5657 
(2. 0382) (丨 

3. 3273 
(15. 2 0 4 )(  

1 .0347 
0. 9914

6 年

1 .0576 
(2. 7886)( 

0. 0988 
0. 3145) (丨 

3. 3931 
13 .672)(  
1 .1564 
0. 9910

7 年

0. 7545 
1 .6996 
0. 2664 

：0. 7078)
3 .6686 

16. 533 )(  
1 .0209 
0. 9936

8 年

0 . 1932 
) (0 .  5204)( 

0 .7421 
(2. 5533)

3. 6285 
17. 654 )(  
0. 9353 
0. 9932

0. 9744
(10.174) (9.1201)

0 .1847 
(2.1791) 

3 .1096 
(23. 221) 

1 .1591 
0. 9984

1
0. 7168; 0. 9193

0. 3723 
(5. 4538) 

3. 2019
(29. 575) (34.145) (66.396) (69.473)

1 .0891 
0. 9988

0. 9624 
(4. 7158) 

0 .1460 
(0. 8524) 

3 . 1660 
(21.757) 

1 .1084 
0. 9968

0. 7837

0. 2550 
(1.6924) 

3. 2967 
(21. 644) 

1 .0387 
0. 9963

(13.434) 
0. 2017 

(3.1650) 
3 .1603

9 年 |1 0 年

0. 0759 
0.1059) 
0. 9525 

(1.6498) 
3. 5806 

14. 990: 
0. 8766 
0. 9953

1036
(41. 940) (32. 364) (13. 498)

0. 0681 
(3. 0311) 

3 .1327

1.1210 

0. 9992
i

1 .1717 
0. 9998

0. 9225

- 0 .  0777 
(0. 2255) 

0. 9714 
(3. 2551) 

3. 5631 
丨) (19.668) 

0. 8937 
0. 9977

0. 8900

0 . 1773 
(6. 9038) 

3. 3006

1 .0998 
0. 9998

0. 8300
(4. 4423) (18.882)

0. 2379 
(6. 3003) 

3. 2191 
(83.453) 

1 .0679 
0. 9998

I

0. 7142 
(5. 2549) 

0. 3787 
(3. 0674) 

3. 2763 
(31.195) 

1 .0929 
0. 9990

I

0. 2134 
(3. 5696) 

3. 3044 
(25. 909) 

1 .1034 
0. 9988丨

- - … - - - I  

!

1 .2450 0. 8709||
(5. 5823) (3. 7380)| 
- 0 .  0702； 0. 2759|| 
(0. 3312)|(1.1989)| 

3. 0249| 3. 2113|| 
(15. 793) | (15.261)|| 

1.1748 丨 1 .1468：! 
0 .99661 0.99611;

8 8 工作機器 

k
Value

j
(-Value

iogb
Value
k + j

9 0 製紙機器 

k
i-Value

3
i-Value 

logb 
i-Value 

k + j

印刷•製 
本機器

昭和 
5 年

1 .8947 
(4. 5853) 
—0. 4624 
(1.1576) 

2. 6896 
(15. 262) 

1 .4323 
0. 9955

0. 5811 
(1.2098) 

0. 5995 
(1.2909) 

3. 2099

6 年

0. 6216 
(0. 8931) 

0. 6550 
(1.0656) 

2. 9060 
(14. 598) 

1 .2766 
0. 9957

7 年

0 .9428 
(1.3341) 

0 .3218 
(0. 5562) 

2. 9548 
(11. 520) 

1 .2646 
0 .9968

8 年

1.5880 
(4. 4770) 
- 0 .  2181 
(0. 6777 

2. 7911 
(14.830) 

1 .3696 
0 .9959

9 年

1.3011 
(5. 2466) 

0. 0135 
) (0 .  0567) 

2. 9085 
(20. 480) 

1 .3146 
0. 9972

2 .1064 
(8. 9089) 

0. 5300 
(2. 7150 

2. 5918
(11.258) (27.731) 

1 .8 0 6 ! 1 .5764
0. 9850] 0. 9985

0. 8947 
(13.684)

0. 3443 
) ( 6 .  0329)(  

3 .1207 
(59. 503 

1 .2390 
0. 9989

k 1.0018
f-Value (5. 9962)

J 0.1494
Value (0. 9490)
logb 3.1436

f-Value (22. 924)
k + j 1.1512

r 0. 9938

- 0 .  0071 
(0. 0 1 0 2 )(  

1 .0738 
(1.7233) 0 

3. 5466 
(9. 9585)(  

1 .0667 
0. 9915

1 .1742 
(4. 3802)

0. 2580 
1 .1964)(  
2 .9054 

) (1 5 . 265)
1 .4322 
0. 9890

1 .0036 
:4 .1220)

0 .1203 
；0. 5643)( 

3 .1260 
13 .539)(  
1.1239 
0 .9878

1 .0173 
(2, 4900)

0. 5239 
1.4108)
2 .8505 

(11. 0 7 9 )(  
1 .5412 
0. 9855

1 0 年

I

1.4028 
(1.7927) 

0. 0009 
(0. 0013) 

2 .7796 
(8. 4824) 

1 .4036: 
0. 9968

1 .4245 
(1.3088) 

0. 2432 
(0. 3337)1 

2 .6097 
3. 8270) 

1.6677 
0. 9783

0 .8335 
(7. 2430) 

0. 2118 
1.7430) 
3. 2805 

36.673) 
1.0453 
0. 9973

1.1871 
(2. 9976) 

0 .1374 
(0.3907) 

2. 9349 
(8. 4279) 

1 .3245 
0. 9819j

0. 8924! 
(6. 2987)j 

0. 29071 
(1.8825)1 

3. 2095 
(21. 742) 

1 .1831 
0. 9948

1 3 6 セメント 

製造業 
k

Value

f-Value
logb

Value
k + j

1 7 1 製 

k
Value

3
Value
logb

t-Ya.lue
k + j

T

紙

1 9 1 印 刷 業  

k
i-Value

j
t-Value

logft
i-Value

k + j
r

昭和
5 年

0. 8805 
(1.5539) 0 

0.1634 
(0. 4953)

3.5152 
(7. 9492) 

1.0439 
0.9678

0. 9305 
(7. 9095)(： 

0.3256 
(3. 4666) (| 

3.1587 
(1 5 .1 3 6 )(  

1.2561 
0. 9981

6 年

0.4942 
0. 8052 

0. 4426 
(1 .2574)(  

3. 3660 
(7. 4517 

0. 9368 
0. 9580

7 年

0.1534 
) (0 .  3535)( 

0. 5663 
2.1168)(1  

3. 7482 
)(1 5 .6 6 1 )

0. 7197 
0. 9891

1.7082 1.3014 1.4686 1.8120
(13. 280) (6. 5345) (3. 5820) (4. 2278) 

0.1269 0.1430 0. 0322 — 0.1681
(1 .5632)(1 .1709) (0 .1291)(0 . 6701) 

2. 6157 2. 6839 2.6337 2.5368
(27. 227) (24. 000) (127. 44)(10. 223) 

1.5813 1.4444 1.5011 1.6439
0. 9994 0. 9995 0. 9984 0. 9980

0. 3717 
：2. 7433) 

0. 7507 
：6. 7155) 

3.5437 
21.239) 

1.1224 
0. 9989

8 年

0. 4625 
0. 8980 
0. 5626 
.8 8 4 8 )(  
3. 0699 

(11. 648)
1.0251 
0. 9917

9 年 I 1 0 牢

0. 7363 
) (0 .  6468) 

0. 3222 
0. 3719) 

3.3833 
(3. 2553) 

1.0585 
0. 9621

1.3173 
(2. 6446) 

0.1851

2. 6430 
(8.1775) 

1.5024 
0. 9961

0. 3528 

(0.9665) 

0.6215 

(1.8063) 

3. 070^ 
(2.7310) 

0.9743 

0. 9535

0. 6755 
(3. 9356) 

0. 4942
(0. 6219) (5. 0044)

0.9199  
(6.1796) 

0. 3566 
(2. 8357) 

3.1584 
(17.331) 

1.2765 
0.9988

0. 9296 
(2. 5480)

0. 3006丨 
(1.0049)

3 .1982 
(8.2051)1(10.401)

1 .0680 
(4. 4031) 

0. 2089 
(1.0745) 

3 . 1126

1.2302j 

0. 9952

1.2769 
0. 9972

3 .0768 
(29. 062) 

1 .1697 
0. 9996

0. 8169 
(3. 3131) 

0. 4022 
(1.9801) 

3 .2750 
(11.477) 

1 .2191 
0. 9976

⑴ 第 1 表⑴，⑵は従業員規模別データを州いた。

⑵ L : 職 工 数 （年末現在男女計） K ：原 動 機 突 禺 カ 数 X  :年問生産額 

⑶ 殆 ど の 座 業 で * + j > l と計測された。

⑷ j の旭は安定せず，丨丨字に负値をとる。



第 1 表 ⑵ っ づ き

計測〔1 - 1 〕 (b— l ) K = ^ kX ^ k

3 4 鉄

(t-Value)

/?L
(t-Value)

orK
(t-Value)

"K
(t-Value)

4 5 鋳 物

(t-Value)

(t-Value)

o：k

(t-Value)

(t-Value)

8 2 紡織機械

(t-Value)
外

(t-Value)

ぴK

(t-Value)

Pk

(t-Value)

昭和 
5 '年

0. 8551 

( 6 2 .  8 8 ) (

- 3 .  0316

6 年 7 年 8 年

0 .8 3 5 3

8 8 .0 8 )

一  2. 8485

10. 73)|( 6 . 0 2 4 ) (

0. 9243| 0. 8592 

(108. 33) ( 9 4 .3 3 )

- 3 . 4729 —3. 2552

( 8, 9 0 1 ) ( 8 . 7 1 2 ) ( 1 3 .  65) ( 8. 452) ( 9. 7 0 1 ) (

1 .0282 0.9965 1.0874 (1.1054) 1.1111
(7 1 .1 3 )  ( 57. 92) ( 92. 40)(134. 25)(184. 93) 

3 .2 0 9 0 -2 .9 3 0 0  —3.679 - 3 .  9 4 2 - 3 9 .7 6 1 - 3 .  9428 
1 2 .5 4 ) ( 1 3 .5 7 ) ( 1 2 .9 8 ) ( 1 9 .2 5 )

0. 8473 

(4 3 3 .1 0 )  

- 2 .  5713 

( 1 3 .  9 8 ) (  

0. 9264 

(125. 60) 

- 3 . 1957

0. 8751 

(267. 45) 

- 2 . 6653 

9. 560) 

0. 9947 

(165. 73) 

3 . 4418

1 . 0290 

99. 62) 

3. 6187 

( 7 . 9 4 4 )

( 3 .  950) ( 5. 805)

9 年

0 . 8931

(153. 2 1 ) ( 1 6 9 .  40)

3 .3 9 8 5

1 0 年

0. 9492

-3. 7543

1 0 .7 2 ) j 

1 . 1007 

(28 1 .86 )

0. 8833 

(533. 81)

— 2 .7 2 4 4  

( 1 7 .  02)

0. 9242 

( 1 4 7 . 9 6 ) (  

3. 2187 

( 4 . 4 6 7 )

0 . 8478 

( 1 3 1 3 .5 )  

一  2. 6289

0. 8979 

(7 1 4 .8 4 )  

- 2 . 8 8 5 3  

( 1 7 .  5 9 ) (  

0. 9655

( 3 2 .  84)

0. 9394 

1 1 1 .1 6 ) ( 1 5 6 .  3 7 ) ( 1 5 3 ,  79) 

3. 3 7 6 4 - 3 .  5914 - 3 .  5051 

( 2 .  675) (  3. 616) (3 .12 91 )

0. 8928 

(504. 66) 

—2 . 8602 

10. 87) 

0. 9508

0. 8762

( 2 2 0 .  3 ) ( 1 8 5 .  2)

一 2. 7116

0. 9203 0. 8865 0. 8835

( 4 1 7 . 9 )  (  3 3 0 .0 )  

2. 9203 -  2. 7669 -  2. 7421 

( 1 7 .  4 5 ) ( 14.38)|( 2 3 . 3 9 ) | ( 1 4 .7 0 )

1 . 0639 

(1 0 3 .1 4 )  

一 3 . 8264 

( 7 .  905)

1 . 0738

(1 5 1 .0 7 )  (218. 52)

- 3 .  8705; 

( 8 .  319)

0. 9691

—3. 4574 

( 9 .  420)

0 . 8472 

( 3 3 9 . 7 )  

一  2. 5814 

(1 1 .1 1 )  
0. 8751

0. 8643 

( 3 0 7 . 6 )  

一 2. 6750 

( 8 .  933) 

0. 8677

8 8 工作機械 

oci. 
(t-Value)

"L
(t-Value)

ock

(t-Value)

Pk

(t-Value)

昭和 
5 年 6 年

0. 6946 0. 7270 0. 7441 

(194. 82) (205. 48) (2 4 1 .2 8 )  

1 . 8 8 6 3 - 2 .  0248 — 2 . 1043 

12. 0 2 ) ( 1 2 . 3 8 ) ( 1 7 .  2 1 ) (

0. 7025 0 . 8235 0. 9079 

( 8 8 .  00) (212. 66) ( 2 0 8 .1 3 ) ( 1 0 7 .  74) 

1 . 9 8 8 1 - 2 .  4633 - 2 .  9 3 7 1 —2. 5443 

( 5 . 4 3 9 ) ( 1 3 . 3 0 )

8 年 9 年 I 1 0 年

0. 7339 0. 7563 

(234. 56) (3 3 7 .7 4 )  

- 2 . 1913-2. 0858 

12. 43) 

0. 7946

(15. 59) (  5. 817) (  6, 207)

( 1 4 . 9 4 )  

0. 7134 

(14 1 .14 )

一  2. 499

0. 7079 

(349. 01) 

- 1 .9 6 0 7  

(10. 51) 

0. 8107 

2 7 1 .68 

- 2 .  640 

( 8 .  573)

9 0 製紙機器

戊L

(t-Value)

Pl

(t-Value)
<Xk

(t-Value)

"K
(t-Value)

0 .8063  0. 6646 

17. 03) (  34. 8 5 ) (  

2. 5 1 5 5 - 1 . 8 0 8 1  

2 7 .9 4 )  (  30. 68)

0. 8367 0. 7605

( 1 7 . 7 7 ) ( 1 1 . 1 7 ) (  

-2 .6942  一  2. 3200 

( 2 9 .  5 1 ) ( 1 0 .  5 3 ) (

0. 7952 

19. 9 7 ) (  

-2 .  4145 

40. 3 3 ) (  

0. 8314 

8. 209) 

-2 .7 6 1 6  

16. 60)

(135. 28) | (1 8 6 .1 3 )  

一  3 .1 0 2 2  -  3. 0718

( 4 .  206) ( 5 .  085)

9 3 印刷•製 
本機器

(t-Value)

Pl

(t-Value)

びK

(t-Value)

0 k

(t-Value)

0. 8577

(12 7 .9 4 )  (  86. 92)

一 2. 6326

( 4 2 .  29) 

一  3 .0 4 3  

( 8 . 8 9 3 )

-2 .4 2 4 3  

( 3 0 .  4 5 ) ( 1 8 .  7 3 ) (  

0. 8590 0. 9208 

(123. 69)

一  3 .2 5 4

0. 8138 0. 8626 0 .9 6 8 2

{ 98. 60)

2 .6 2 9 7

2 1 .4 7 )  (  48. 06) 

0. 9141 0 .8 8 5 8

( 3 7 . 3 0 )  

一  3 .2 1 8

0. 6841 

26. 2 7 ) (

1 . 8263 

30. 82)

0. 7684

( 1 0 .  2 9 ) ( 1 7 .  9 1 ) ( 2 2 .  35) 

2. 5630

0. 6141 

2 4 . 8 5 ) (  

一 1 .6029  

( 1 2 .6 8 ) (  
0. 6612

一 2. 0768

( 1 3 .  82) ( 9. 844) (  9. 959)

0. 5367 

27. 85) 

1 . 2389 

9. 341) 

0. 7921

- 2 . 6 5 3

0. 7232

(170. 95) (  8 5 .9 8 )  

一 3. 0 8 4 9 - 2 .  0317

( 1 5 .  4 5 ) (  

0. 7682

( 5 8 . 3 3 )  ( 41 

一  3 .2 4 3  - 2 .  7208

( 2 4 . 1 3 )  (  7. 2 5 9 ) ( 1 3 .  07) (  6. 673)

0. 8667 

(113. 94) 

一  2. 6870!j

24. 56) 

0. 7437

60) (  4 1 .7 1 )  

—2. 6434 

( 7.415)|

1 3 6 セメン 

製造業

(t-Value)

"L
(t-Value)

OCK
(t-Value)

"K
(t-Value) 

1 7 1製 紙

びL

(t-Value)

0l

(t-Value)

(t-Value)

"K
(t-Value) 

1 9 1 印 刷 業  

(t-Value) 

(t-Value) 

(t-Value)

"K
(t-Value)

昭和 
5 年

0. 8115 

( 1 9 . 8 7 ) (

-2.7200

- 4 . 5 4 8  

(13.334)

0. 6611 

( 5 4 7 .  6) 

1.7638 

( 1 1 . 7 3 )  

1 .0286 

(115. 66)

6 年

0. 7201 

1 4 .7 0 )

一  2 . 1689

( 1 3 .  7 7 ) ( 1 9 .  5 7 ) (  

1 .3591 1 .2 6 9 2

( 1 5 . 0 0 ) ( 1 6 .  28)

4 . 040

( 2 9 .  46)

0. 6513 

( 6 5 7 .  4 )  

1 . 6947 

( 1 4 . 1 8 )  

1 . 0577 

(2 3 9 .1 7 )

7 年

0 . 8998

8 年

0. 6826 

( 2 3 .  33) ( 28. 42)

- 3 .  3590

22. 69) 

1 . 4837 

( 3 6 . 6 9 )  

- 5 . 4 7 6  

( 4 5 . 4 2 )

2. 0106

9 年

0. 7998 

( 1 9 .  26)

一  2 .7 8 6  

( 6 0 .  28) 

1 . 0450

( 1 8 . 6 7 )

1 . 1869 

C 37. 5 8 ) (

- 3 .  6 2 4 0 -  2 .6 7 2

( 3 2 .  93) ( 5 4 . 3 3 )

1 0 年

0. 8137 

(7 .1 2 2 )  
- 2 . 8 9 0  

( 66, 93) 

1.0010 

1 8 . 0 0 ) ( 1 2 .  26) 

2. 3638] 

(1 0 1 .05 )

0 . 6550 

( 4 0 5 . 1 )  

— 1 .7085  

( 8 . 7 3 0 )  

1 .0733 

(228 .15)

0. 6525 

(357. 96) 

- 1 . 7 3 1 2

0. 6103 

(258 .94)

1 .52 3

( 7 .  540) (  4, 487 

1 .1 08 5  1 . 0169

(185. 00)

3 . 1748 - 3 .  3123 一  3 . 3972 —3. 6792 

( 3 . 1 4 7 )  ( 6. 759) (  6 .4 6 3 )  (  5 .2 1 2 )

0 . 7480

(461 .17)  (3 7 1 .2 2 )

2 . 1925

( 5 . 3 6 3 ) (  

0. 9217

0 . 7746

2 . 3221

4. 546) 

0. 9455 

(232. 56) (726. 63) 

-3. 3 8 4 8 —3 .5 5 7 7  

( 2 .  647) ( 8 .1 9 5 )

0. 7447 

(687. 00) 

一  2 . 1700 

( 7 . 3 9 8 )  

0. 8762 

(384 .72)  

一 3. 2300 

( 3 . 8 5 6 )

0 . 7650 

(4 8 7 .90 )  

一  2. 2689 

( 5 . 3 7 5 )  

0 . 9289 

(3 6 3 .87 )  

- 3 . 4858 

( 3 . 6 6 3 )

(180. 74)

- 3 .  2354 

( 4 .  277)

0. 6510 

(418. 23) 

一 1.734  

) ( 8 . 4 4 9 )  

1 . 1321 

(502. 88)

0. 7496 

(650. 25) 

- 2 .  2086 

( 6 . 4 8 7 )  

0. 9272 

(342. 06) 

- 3 . 4 9 1 9

一  3 .8 4 7  

( 1 3 . 8 2 )

0 . 7633 

(617, 57) 

2. 2636 

( 6 . 0 4 2 )  

0. 92391 

(4 7 0 .80 )  

—3. 4937 

( 3 . 1 4 4 )  ( 4 .1 7 2 )

第 1 表 ⑴ ，⑵から次の結來が見られる。

1 ) 各産業共時系列で，k, j の値は不安定《L，« K は相対的に安定している。

2 ) 推定値の f-V alu eは何れの産業もA., j より咐， の方が大きい。

3) j の i-V alu eは特に低い。又，j のマイナスの値は経済的に意味をもたない

4) ( 6 - 2 ) 式指数型は全産業によくあてはまり又統計的に安定している。

5 ) 殆どについて，叫 . < 1 ，殆どについて， は 1 に近いか以上-
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3. 000)丨
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15: 723)

-2 .1 4 1 1  
0. 2504) 
8:5490)

- 2 ,  78044 
0. 26615) 
10.4465)

-4 .1 8 7 0  
0 .4 2 7 7 )(  
9. 789)

-3 .1 3 9 7  
0.1653)
18. 986)

-3 .3 2 0 6  
0 .1 8 3 3 1 )(  

18.114)!

R
(N )

0.9869 
1390)

0. 9595 
8625)

0. 9818 
3557)

0.98224 
3200)

0. 9406 
161)

0. 9310 
1651)

0. 9615 
194)

0. 9916 
3196)

0.9889 
16179)

ock j
i

1.07249 
0. 02456) 

43.66)

0. 94145| 
(0. 04028) 

23. 369)

0.94911 
0. 02685)； 
. 35.34)|

0. 79215! 
0.02312) 

34. 264)

0. 75635 
0. 05070)

14.918) |
I

0. 83483 
0. 05559) 

15. 02)

1.30402 
0.06849) 

19.037)

1.06840 
0.01971) 

54. 211)

0. 92057! 
0.01944) 

47. 35)

3 4 鉄 '

4 5 鋳物

8 2 紡機

88 
工作機具

3

90

製 紙 機 ( 

印 刷 機

136
セメント

171
製 紙

0. 55707 
(0 .18033)
( 3 .0 8 8 9 ) :

0. 95711 
0. 04120) 

23. 228)

0. 94918 ‘ 
0. 07392) 

12. 841)

1 .48762 
0.13766) 

10. 806)

1.01105 
0.15410)

( 6 .5 6 0 8 )

0. 95666 
(0 .0 8 8 3 6 )
( 1 0 .  8264)

0. 45075： 
0 .14931丨 

(3 .0 1 8 9 3 )j

0 .16928; 
(0 .0 3 6 7 8 )! 
( 4 .  60252)；

0 . 17129: 
(0 .06712)! 
( 2 .5 5 1 9 ) !

—0 . 1102; 
(0 .12427)； 
( 0 .  88643)!

0. 42609! 
0.12392)1 
3.4384)!

0. 54397* 
(0 .1 8 1 1 0 )  
( 3 .0 0 3 5 )

j 1.43916 
|( 0.13324) 
| (10.8008)

0. 20139 
( 0 .  08402) 
( 2 .3 9 7 0 )

0 .39283
(0 .10952)
( 3 .  58680) 

x
0. 06215 

( 0 .0 7 9 9 )  
( 0 .  77693)

1 9 1 、 j 0. 87087|, 0 . 36299,

印 刷 （0 .0 7 8 5 5 ) ! (  0 .06422) J 
i ( 1 1 .0 8 7 2 ) ! (  5 .65214)!

k + j  1

1.00782;
!

i1
1 .12639j

|

1 .12047j

. i 

1.3774；

i

1.4371丨
i

]

1 .15805| 

0. 93680! 

1.5013 

1.2338;

T

0. 0712 
0. 0100, 

7. 0936) | (

0. 0332: 
0.00303)! 

10.942)!

0 ‘ 00832: 
0 ,00445!
1.8686)

x
0. 00548

0. 00688)
0. 7960) 

x
0.01146

0. 01395)
0. 82135) 

x丨
0 ,00702!

0. 00587) |
1.19533')!

. x| 
0. 02785；

0.01570)；
1.7742)

0.01059丨 
0. 00528) |

2. 0061)|
X!

0.006211 
0.00326)； 
1.90604)|

logb \

3. 05256!
0.14076：( 

21.6855)丨

2. 94141 
0.06926) j(

42,467)|

3.11060
0. 06807 (
45. 694)

2. 7442
0. 0689)
39. 825)

2. 83580 
0.12264) 
23.1225)

3. 09656: 
0.08383)

36. 937)

3. 29248 
0 .1 6 7 1 6 )(  
19. 6956)

2. 58333 
0.08125) 
31.7949)

3.17733 
0.10336)
3.07404)

R
(d.f .)

46)

0. 99604

0‘ 99571 
42)

0. 97769 
28)

0. 98484 
34)

30)

0. 99754 
49)1

0. 99678 
50)

I OCh

卜 .— 一 … —  

;| 34 鉄 0. 8880 - 0 .  0540
( 0 .  02026) (0 .0 0 9 2 5 )

1
( 4 3 . 8 2 0 ) ( 5 . 8 3 9 )

；4 5 鋳物 0. 8718 一0 .0247
( 0 .  01218) (0 .0 0 3 0 5 )

:i ( 7 1 . 5 7 ) ( 8 . 0 7 3 )

8 2 紡機 0. 8739 —0. 00292
( 0 .  01216) (0 .0 0 3 7 3 )
( 7 1 . 8 3 ) ( 0 . 7 8 2 9 )

88 0. 7246 —0. 00699

工作機具 0. 01083 (0 .0 0 3 0 5 )
( 6 6 . 8 8 ) C 2.2887')

90 0. 62538 一 0. 00726

製 紙 機 (0 .0 3 0 5 2 ) (0 .0 0 9 6 7 )
( 2 0 . 4 9 ) ( 0 . 1 5 1 )

93 0. 83797 -0 .0 0 1 7 9

印 刷 機 ( 0 .  02710) (0 .0 0 5 0 5 )
( 3 0 . 9 2 ) ( 0 . 3 5 5 3 )

136 0. 78525 - 0 .  030455
セメント ( 0 .  04341) (0. 014962)

( 1 8 . 0 9 ) ( 2 . 0 3 5 )

171 0. 64527 - 0 . 00552

製 紙 (0 .0 0 6 4 7 ) C 0.00303)
( 9 9 . 6 5 9 ) ( 1 . 8 2 1 3 ) 1

191 0. 75718 -  0 .000518丨

印 刷 (0 .0 1 0 9 4 ) (0.002996)

i
( 6 9 . 2 0 ) ( 0 . 1 7 2 7 )

N : 事 業 所 数 r : 技術進歩率：但し，製品価格変動の効梁を含む。 -

この表は，第 1 表のデータにつき， ク ロスセ ク ションと時系列をプールして測定したものである。こ こ でも又ダグラス型より指数型の方が統計的に安矩していることを読みとれ

る。

t ( ク ロ ス セ ク シ ョ ン と 時 系 列 を ブ ー ル )

(a — 3) X d l / K Q O パ， Z = 昭  5 〜 10 (b— 3) (b — 3)

0.0384
1. 0160) i
2. 387) j

0. 0246j
1. 01036
2. 374)

x
0. 0156 

0236) 
6630)



十測〔n 〕 第 3 表工業統計表産業規模べ

X = b U K j

スによる全産業のダグラス型と指 数 型 の 比 較 （昭 和 3 6 年 )

L = / ? lX ^  K = / ? kX “ k

! k
1
| S.D. 0 S.D. k+j r d .f. | r cck r

食 料 品
j ------------- ----

182 ； *  0.6842 ! 0 .1386 | * 0. 2161 j 0.1124 0. 9003 0.9699 11 II 1.007 0. 960 1.167 0.900
184 j *  0. 6601 1 0 .2129 *  0. 3692 ； 0.1569 1.0293 0.9399 18 ! 0.766 0.921 1.023 0. 906
187 | 一 0 . 1596 ! 0 .3020 *  0.7169 j 0.2396 0.5573 0.8611 14 I 0.862 0. 759 1.223 0. 858
188 ： *  0. 5674 j 0 .2308 *  0.5014 0. 2113 1.0688 0. 9311 16 | 0.778 0. 906 0.848 0.904
189 ； *  0 .6512

|……
j 0.1321 * 0.2800 0.1036 0. 9312 0. 8719 23 j 0.792 0. 827 0.871 0.712

娥 維 ! !

202 * 0. 8646 0.1142 * 0.1840 0. 0883 l r0486 0. 9910 33 ! 0.894 0. 990 1.139 0. 975
203 * 0. 7107 0.1495 * 0. 3561 0.1462 1.0668 0. 9823 21 | 0.902 0. 977 0. 909 0. 963
204 * 1.0638 0. 2525 0. 0637 0. 2089 1.1275 0. 9257 21 0.755 0. 925 0.845 0.858
205 * 0.6686 0.1044 * 0. 3538 0. 0875 1.0224 0. 9787 40 0.883 0. 970 1.039 0. 956
209 * 0. 7495 0.1714 * 0.3811 0.1394 1，1306 0. 9211 23 0.710 0.894 0.830 0.850

衣服 • 織維 製 品

211 * 0.6389 0. 2308 0. 3381 0. 2163 0. 9770 0. 9593 16 0. 926 0. 953 0.973 0. 939
219 0 .4306 0. 5207 0.3590 0. 3939 0. 7896 0. 8506 10 0. 799 0. 837 1.058 0.839

木 材 • 木 製 品

221 * 0. 5774 0.1425 * 0. 4976 0.1288 1.0750 0. 9956 10 0.879 0. 989 0. 972 0. 988
224—9 0 .1580 0. 2051 * 0. 6116 0.1493 0.7696 0. 9631 10 0.877 0.898 1.290 0.961

家 具 • 装 備 沾

231 * 0 .9964 0. 4209
__________ _

-0 .1 5 0 3
__________

0.4334 0. 8461 0. 9379 12 1.028 0. 937 0. 967 0. 908

パルプ.紙加工品

242 * 0. 5308 0.0965 * 0. 5019 0. 0581 1.0327 0. 9895 25 0. 709 0. 958 1.201 0. 977
244 * 0. 5385 0. 2210 ； * 0.4081 0.1712 0. 9466 0. 9634 10 0.873 0. 942 1.124 0.941
245 * 0. 5789 0.1532 * 0. 4325 0.1165 1.0114 0. 9815 16 0. 840 0. 965 1.103 0. 965

化 学 i

262 * 1 .1627 0.1416 ： 一 0.0089 0.1110 1.1538 0. 9343 24 0. 757 0. 934 0.782 0. 734
263—4 * 0. 9666 : 0.1124 j * 0, 2087 1 0. 0839 1.1753 0. 9744 31 0. 772 0. 969 0. 972 0.910

265—6—7 * 0. 8050 0 .1 6 3 1 ! * 0.3129 1 0. 0991 1.1179 0. 9548 30 0. 697 0. 939 1.120 0.916
269 氺 0.7588 0.2431 j * 0.5748 I 0.1825 1.3336 0. 9569 25 0.601

. 0. 939 0. 800 0. 940

窯 業 • 土 石 製 品
：

i 1
301 * 0.4971 0.1660 ! + 0. 4913 j 0.0891 0. 9884 0.9510 30 0.623 0. 899 1.210 0. 936
304 * 0. 7477 j 0.1305 1 * 0. 3158 j 0.1104 1.0635 0. 9469 26 0.816 0. 930 0. 908 0.875

丄ノ t «K 上'  ̂ f° '― 1-1 AS*、, L し レ i 么 フ 、 tv  /» /j、丨 、行 û«\ し <50 つ /v-o
2 ) この表は産業小分類侮に，それに含まれる産業細分類•規模別集訐値(平均) を，標本点にと 

V、る点で他の推蒙丨_と興る。
3 ) この表でもorL « K が，ん，j の推矩より安定している。
4 ) 又的 .く1 のケースが多く，orK辛1 又 は rtK> l

ている。従って，小分類鹿業をほぽ同贯的な商品の集合とみなして



第 3 表 つ

1
k S.D. i S.D. k + j

窯 業 • 土石 製 品

308 * 1.0469 0. 2655 0. 0578 0. 2247 1.1047

309 * 1.1979 0 .1480 0. 0753 0.1021 1.2732

鉄 鋼 j
311一3一4 * 0. 5449 0 .1323 * 0. 4009 0.1065 0. 9458

312 * 0.9583 ! 0 .2096 0.0942 0.1326 1.0525
316 * 1 .0219 0.4086 一 0. 0018 0. 3422 1.1201
317 * 0.3949 0 .1209 * 0.6460 0.1100 1.0409

非 鉄 金 厲

321 * 0. 6184 0 .1744 * 0. 5058 0.1439 1.1242

323 * 0.9880 0. 2090 0. 0627 0.1696 1.0507

金 厲 製 品

331—2 * 0 .6470 0 .1454 * 0.3879 0.1051 1.0349
334 0 .1243 0 .1455 * 0. 8172 0.1215 0.9415

335 * 0.3364 0 .1446 * 0.5920 0.1108 0. 9284
339 * 0. 8760 0. 2188 0.0772 0.1917 0. 9532

機 械

341 * 0. 5861 0 .2277 * 0.4000 0.1649 0. 9861
344 * 0. 6609 0 .1368 * 0. 4553 0.1009 1.1162
345 * 0. 3815 0. 2183 * 0. 5402 0. 2044 0. 9217
346 * 0 .4590 0 .1053 * 0. 5984 0.0875 1.0574
347 * 0. 6196 0 .1340 * 0. 3602 0.1036 0. 9798
348 0. 2325 0 .1642 * 0.7082 0.1328 0. 9407
349 * 0.8413 0 .1804 * 0. 3052 0.1420 1.1465

罨 気 機 械 器 具

351—3 * 0. 4936 0 .1379 * 0.4939 0.1104 0.9875
354 * 0.4068 0 .1843 * 0. 5868 0.1547 0. 9936

355—6 0 .7224 0 .3478 0. 2773 0.2456 0. 9997
359 0 .3678 0. 2496 * 0. 6771 0.1909 1.0449

輪 送 用 機 械

361 0. 2643 0 .1837 * 0.7019 0.1663 ! 0.9662
363—5—9 0 .1613 0 .1477 * 0. 7235 0.1173 ! 0.8848

精 密 機 械 器 異 | ■I
371—2 * 0.5988 | 0 .1216 * 0. 4291 0.0921 j 1.0279
375—6 | * 0. 5142 j 0.2343 * 0. 4220 0.1885 | 0.9362

ぎ

d.f.

0. 9855 
0. 9251

0. 9615 
0 .9845 
0 .9650 
0. 9901

0 .9762 
0. 9729

0 .9566 
0 .9440 
0. 9648 
0. 9661

—i—

0. 9605 
0. 9684 
0 .9725 
0. 9631

0 .9668 
0. 9969

0 .9820 
0 .9799

10
25 I

I!

41 i i  
1 0 丨!

10 i丨

—H
i.

19 j:

_ !,' i:

28 j: 
15 [ 
24 I； 
12

0. 9853 18
0. 9581 21
0.9597 17
0.9764 22
0. 9591 41
0. 9631 20
0. 9648 21

46
36
11
11

16
11

24
17

...... 1

r “ K r

1

0.872 0. 985 1.006 0. 963
0.669 0. 923 0.726 0. 691

0. 888 0. 948 1.099 0. 945
0.880 0. 984 1.344 0. 951
0. 913 0. 965 1.065 0. 942
0. 878 0. 967 0. 981 0. 983

.........

0.774 0. 946 0. 938 0. 946
1.055 0. 973

' ….一.-一— ..へ

1.045 0. 924

0.777 0. 935 1.063 0. 925
0. 658 0 .750 0. 987 0. 941
0.818 | 0 .921 1.108 0. 957
0.973 j 0 .966 j 1.056 0. 917

|
0.853 ! 0. 981 1.177 0. 980
0.720 | 0.916 0. 970 0. 909
0.955 S 0. 943 1.032 0. 952
0.792 0. 924 0. 986 0. 956
0.051 0. 947 1.090 0. 937
0.801 0. 908 1.046 0. 959

0.765 0. 957 0.941 0. 927

0.828 0. 943 1.041 0. 949
0.852 0. 956 1.013 0. 964
0.851 0. 969 1.194 0.962

0. 720 0.919 0.978 0.956

0.875 0. 929

.

1.002 0.962
0.919 0. 986

| .一…一

1.169 0. 987

0.829 丨 0.966 1.092 0. 964

0.924 0.974 1.150 0. 974
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さ
て
あ
る
商
品
群
で
はL

i
m
i
t
a
t
i
o
n
a
l

な
投
入
函
数
の
構
造
を
も
つ
部
門
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
通
常
の
産
業
連 

関
分
析
で
は
、
最
終
需
要
を
与
え
る
と
、
固
定
投
入
係
数
行
列
表
に
よ
っ
て
、

一
義
的
に
各
部
門
の
産
出
量
水
準
が
定
ま
り
、
そ
こ
に
は
供
給
サ 

イ
ド
に
お
け
る
構
造
変
化(

行
動
撰
択)

の
余
地
が
存
在
し
な
い
。

一
方
わ
れ
わ
れ
の
分
析
は
、
も
と
も
と
供
給
サ
イ
ド
に
お
け
る
構
造
変
化
を 

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
で
、
各
投
入
係
数
に
生
産
性
係
数
>(

?

p
{
t
y
^
s
A
L
^
f
^
=
l
M
P
^
^
"
f
B
^
,
u
t
f
r
F

§ 

高 

度
成
長
下
で
は
、
各
財
の
需
要
が
大
き
く
伸
び
る
と
共
に
、
要
素
相
対
価
格
も
大
き
く
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
一
般
に
装
置
的
工
業
の
設 

備
の
規
模
は
拡
大
す
る
。(

こ
れ
が
昭
和
三
0
年
代
の
•特
徴
で
あ
っ
た
。

)

わ
れ
わ
れ
の
計
測
結
果
で
は
、
各
投
入
係
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
変
化 

す
る
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
、
規
模
変
化
の
影
響
だ
け
に
着
目
す
る
と
、
.

^

^

-.l
l
-
o 

(

原
材
料
投
入
係
数
は
規
模
の
変
‘化
の
影
響
が
小)

、
-
^
|
#
-

!^
0 

(

労
働
節
約
的
'ガ
向)

、
.-

^
，

队
0 (

資
用
使
的
方
向)

、
が
見
ら
れ
る
と
結
論
し
得
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
規
模
の
経
済
性
の
各
投
入
係
数
の
変
化
に 

与
え
る
影
響
で
あ
る
。
従
っ
て
、
.一
般
的
に
装
置
工
業
で
は
、
限
界
資
本
係
数
は
設
備
規
模
の
拡
大
と
共
に
増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

'

〔

六

*
3〕

む
.す
び

以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
商
品
別
あ
る
い
は
部
門
別
の
塞
本
的
な
投
入
丨
産
出
の
構
造
を
経
験
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
又
、
経
済
に 

規
模
の
経
済
性
の
働
か
ぬ
部
門
群
と
規
模
の
経
済
性
の
働
く
部
門
群
と
が
共
存
す
る
と
い
う
^
実
は
、
経
済
発
展
論
に
於
て
重
耍
な
役
割
を
演
ず 

る
だ
ろ
う
。
経
済
成
長
の
過
程
で
、
後

者(

一
般
に
近
代
部
門)

の
生
産
性
は
上
昇
し
、
•企
業
規
模
、
事
業
所
や
プ
ラ
ン
ト
の
規
模
は
拡
大
し
、
新 

投
資
は
.こ
，の
部
門
に
集
中
す
る
傾
向
を
も
つ
。
：他
方
、
前
者
：(

非
近
代
部
門
あ
る
い
は
中
小
企
業
部
門)

は
、

そ
の
2
う
な
傾
向
へ
の
1
^
6
1
1
1

±
^
が 

技
術
的
な
面
に
お
い
て
す
で
に
働
か
'な
い
.。，
こ
れ
ら
の
結
果
ば
、
産
業
構
造
の
各
部
門
の
比
重
を
変
え
、
又
雇
用
構
造
を
も
大
き
く
変
化
さ
せ
る 

で
あ
ろ
う
.。
こ
の
研
究
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
生
産
構
造
分
析
面
で
の
菡
礎
研
究
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

規
模
の
経
済
性
と
レ
オ
ン
テ
イH

フ
投
入
係
数
の
変
化 

.

. 

八

ー(

九
九 
一•)



八
ニ 

(

九
九
ニ)

参
考
文
献

(

1)
H. 

.
wChenery-: 

^Engineering 

P
J
.
a
e
a

s-
n Functionsi.QUarterly Journal of 

vol.63,1949.

..process an<i Production Functions 
^

3

3 Engineering 

p
a
t
a
^
-.
g
c+
cs
d
i
e
s

 in the g
e
s
t
u
r
e

athe American 

Economy, 

Oxford 

1953， 

所
収 

、

■

(

2) 

w
.

 Leontief: 
:The Structure of the American E

c
o
n
o
m
y

 

1919〜
1939

ノ 1951.

(

3) 

p, A. Samuelson: 
sparable and Realism in Capital Theory : 

T
h
e

 Surrogate Production Function、
Review of Economic Studies, 

vol.29,1962.

(

4) 

K. J. Arrow, H. B. Chenery, B.s. Minhas.

&>R.M. S
o
l
o
w
:

rfapital-Labor Substitution and Economic 

efficiency 
へ
、The Review 

of E
c
onomicM

目
㈢ Statistics, vol.
扣 3,

1
9
6
1

を
参
照
。

(

5) 

R. M
.

 Solow: 

"Heterogeneous Capital and Smooth Production 

Functions: 

A
n

 

experimental 

s
t
u
d
n
,

 

Econometrica, 

v
o
l
.
31, 

1
9
6
3
.

:

(

6) 

H. H
o
u
t
h
a
k
k
e
n

 

SThe Pareto Distribution and the cobb_Douglaw Production function in Activity Analysis

パ Review of E
c
o
n
?

 

m
i
c

cotudies, vol.23,1955/6. 

-

(

7) 

M
.

 B
r
o
w
n
'
&

 

J.s. de 

c
't
o
n
i
:

 

t
A Measure of Technological E

m
p
l
o
y
m
e
n
t

 
パ T

h
e

 Review of Economics 

汾 

nd statistics.

(

8)

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
シ
リ
I
ズN

o
.
1
6
「

わ
が
国
製
造
工
業
に
お
け
る
投
入
構
造——

商
品
べ
ー
ス
生
産
函
数
の
.研
究——

」

(

9) 

A. A. Walters; 

^production a
n
d
o
o
s
t

 Functions; 

A
n

 Econometric surveys Econometrica vol.3
1
,
N
o
.
1
〜
2,1963.

.(

生
産
関
数
忙
関
す
る
サ
ー
べ
ィ
と
し
て
か
な
り
詳
細
な
も
の
で
、
特
に
巻
末
の.Bibliography 
■は
非
常
に
価
値
が
あ
る
。)

(

10) 

B. Cameron; 

:The Production Function in Leontief M
o
d
e
l
s
^
R
e
v
i
e
w

 of Economic studies, vol.20,1952/3..

(

11) 

.B. Dorfman, p. A. Samuelson-and R

 Solow, 

-Linear P
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g

 and Economic Analysis 
ノ N

e
w

 York, 

1958.

(

.12) 

0
. w.

 Cobb 

P. H. Douglas, 

S
A Theory of Productions

パ American Economic Review, 

vol.18,1928.

(

13)

.
 

P
.

w

Douglas 

SAre. There Laws'of'productions?、
American Economic Review, vol.38,1948.

(

14) 

P. H. Douglas :The Theory of w
a
g
e
s

.-
N
3
 York, 

1934.

(

15) 

J
,

^
肖
&

を

か 

s

w

Andrews; 

S
R
a
n
d
o
m

 Simultaneous Equationsand the T
h
e
o
r
y

apl-auction 
パ Econometrica. vol.12,1944.

(

lb) 

J. M
.

 Henderson and R. E. Quant; 

t
M
i
c
r
i
o
n
o
m
i
c

 Theory; 

A

 Mathematical Approach 
パ N

e

 
匀 York, 

1958.

(

17)

r
n
. Klein: 

A
n

 Introduction

s'E
c
o
n
o
m
e

c+-rks2 London, 

1962.

(

18) 

R

 T. Moore; 

《Economies of Scale; 

Some statistical Evidence:,.

幻 uarterly Journal of economics, vol.73,1959.

(

19) 

A. .A. 

Walters; 

Economies of Scale; 

S
o
m
e

.
 Statistical Evidence; 

c
o
m
m
e
n
t
^

の uart

fDrly Journal of i!conomics, 

vol.74,1960.

(

20) 

K

 K
o
m
i
y
a

 and 

H
. Uc

h
i
d
a
;

*4
h
eIrabor coef&cienl: and 

The 

Size 

of 

wstablisllmen

c+in 

T
w
o

 

Japanese 

industries 
パ Structural 

Interdependence, and Economic Development, edited

cr
-
y
 T. Barna, 

1963，

(

21) 

c.IE. Ferguson,.oross-section Production functions and the elasticity of substitution in American. Manufacturing I
n
d
u
s
t
r
y

.- 

け he .Review of E
cono

m
i
c
w

ps
y
o.Statistics, 

Aug. 

1963.

(

22) 

V. K

 

Fuchs; 

"Oapital-Labor substitution; 

A

 Note 
パ
.

Tlie R
e
v
i
e
w

 of Economics 

P3
P-Statistics, 

ibid.

(

23) 

W
.

 R

 

p Salter; 

:
p
3:oductivity and Teclmical Cllange

2, Cambridge, 

I960.

(

24)

尾
崎
巌「

生
産
関
数
の
計
測
と
企
業
の
理
論」

経
済
研
究vol.9, 

No. 

r

昭
和
三
三
年
。

(

25)

経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
シ
リー

ズN
o
.

 

6
「

資
本
構
造
と
企
業
間
格
差」

昭
和
三
五
年
。

(

26)

通
産
省
調
査
統
計
部
編「

紙
•
パ
ル
プ
工
業
設
備
の
現
況」

総
合
編
、
能
力
編
、
昭
和
三
四
年
。

27)

通
産
省
調
査
統
計
部
編「

紙
パ
ル
プ
工
業
設
備
調
査
報
告
書」

昭
和
三
八
年
。

28)

労
働
省
統
計
調
査
部「

労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告」

昭
和
三
六
年
、
三
七
年
。

(

29)

通
産
省
調
査
統
計
部「

工
業
統
計
表」

産
業
編
、
品
目
編
、
各
年
。

30)

通
産
省
中
小
企
業
庁
、
調
奄
統
計
部「

中
小
企
業
総
合
基
本
調
査
報
告
書」

(

昭
和
三

ニ年)

総
粗
編
、
昭
和
三
四
年
。

(

31)

通
産
省
調
査
統
計
部
工
業
統
計
課「

工
業
統
計
調
査
用
産
業
分
類」

昭
和
三
五
年
。

(

32)

行
政
管
理
庁
統
計
基
準
局「

日
本
標
準
産
業
分
類」

第
一
巻
、
昭
和
三
四
年
。

33)

同
上「

日
本
標
準
商
品
分
類」

第
一
巻
、
昭
和
三
五
年
。

(

34)

辻
村
江
太
郎•

渡
部
経
彦「

生
産
関
数
と
技
術
進
歩
•
展
望」

季
刊
理
論
経
済
学1966, 

March.

(

35) 

0
. Pratten and n. M

.

 Dean in collaboration with A. Silberstone, 
"
T
hn>
w
o
o
n
o
m
i
c
w
a

ĵ
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